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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　52,238人（△16） 

　男　　24,457人（　13） 

　女　　27,781人（△29） 

世帯数　22,453　（△　6） 
1月1日現在 （　）は前月比 

新成人たちが大人としての決意も新たに 
　未来へ羽ばたく新成人たちが大人と

しての決意も新たに成人式に出席。 

　会場の外では、久しぶりの再会を喜び、

記念写真を撮る姿や語り合う姿が見ら

れました。 

（「日置市成人式」P4関連記事） 
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こ 

地
域
全
体
が
協
調
性
の
あ
る
活
力
と
温
も
り
に
み
ち
た
地
域 

笠
ヶ
野
自
治
会（
日
吉
地
域
） 

か
さ
　
が
　
の 

▲みんなで協力　十五夜の綱練り 

▲矢筈岳へ初日の出拝迎登山 

▲敬老会は手作り料理でおもてなし 

▲笠野　彦会長 

吉
地
域
の
北
部
に
位
置
す
る
笠

ヶ
野
自
治
会
は
、
少
子
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
協
調
性
の
あ

る
地
域
で
道
路
愛
護
作
業
な
ど
住
民

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
和
気
あ

い
あ
い
と
効
率
よ
く
作
業
し
ま
す
。 

の
地
域
は
、
大
川
（
通
称
・
日

当
川
）
が
流
れ
て
い
て
、
ホ
タ

ル
が
多
く
生
息
し
て
い
ま
す
の
で
平

成
十
八
年
か
ら
、
ホ
タ
ル
の
観
察
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
観
察
会

は
、
住
吉
小
校
区
で
開
催
。
昼
間
は
、

親
子
で
う
ど
ん
を
打
つ
な
ど
、
地
域

の
方
々
と
交
流
会
も
し
て
い
ま
す
。 

落
の
行
事
と
し
て
は
、
親
睦
を

深
め
る
た
め
の
敬
老
会
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
敬
老
会
に
は
、
婦
人
部

の
方
が
米
や
野
菜
な
ど
を
持
ち
寄
り

手
作
り
料
理
で
も
て
な
し
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
を
含
め
毎
年
約
七

十
人
が
参
加
し
、
地
域
全
体
で
お
祝

い
し
ま
す
。
今
年
は
、
巨
大
か
ぼ
ち

ゃ
の
重
量
当
て
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

月
に
は
十
五
夜
を
実
施
し
ま
す
。

昔
は
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
準

備
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
、
子

ど
も
が
少
な
く
、
み
ん
な
で
協
力
し

な
が
ら
綱
引
き
用
の
縄
を
練
り
ま
す
。 

た
、
一
月
一
日
に
は
、
矢
筈
岳

へ
初
日
の
出
拝
迎
登
山
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
三
十
五
年
以
上
前

か
ら
続
い
て
い
る
恒
例
行
事
で
、
約

四
十
分
か
け
て
登
り
、
山
頂
で
は
伊

集
院
地
域
の
飯
牟
礼
小
学
校
の
児
童

ら
と
も
合
流
し
校
歌
を
歌
う
な
ど
交

流
し
て
い
ま
す
。 

の
登
山
を
安
全
に
行
う
た
め
に
、

十
二
月
三
十
日
は
、
登
山
道
の

整
備
を
行
い
ま
す
。 

年
、
鬼
火
た
き
も
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
鬼
火
た
き
は
、

無
病
息
災
を
祈
り
、
六
十
年
以
上
前

か
ら
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
い
て
い

ま
す
。
こ
の
と
き
、
餅
を
焼
い
て
食

べ
ま
す
が
、「
し
ょ
う
油
を
付
け
ず

に
食
べ
る
」
と
い
う
古
く
か
ら
の
言

い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。 

れ
か
ら
の
自
治
会
活
動
と
し
て

は
、
伝
統
行
事
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
地
域
全

体
の
連
帯
感
を
深
め
、
み
ん
な
が
楽

し
め
る
活
動
を
行
っ
て
行
き
た
い
で

す
。 

日 

集 

毎 ま こ こ 

十 

市の面積　253.06㎞2

笠ヶ野自治会 
（日吉地域） 

　
日
吉
地
域
の
北
部
に
位
置
す
る
笠
ヶ

野
自
治
会
は
、
平
成
二
十
一
年
一
月
一

日
現
在
で
三
十
八
世
帯
九
十
四
人
が
暮

ら
し
て
い
ま
す
。 

　
自
治
会
高
齢
化
率
が
四
十
八
㌫
と
少

子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
四
方

を
山
に
囲
ま
れ
た
中
山
間
地
域
の
中
に

水
田
が
広
が
り
、
米
が
大
変
お
い
し
い

地
域
で
す
。 



　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
希

望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
は
、
本
県
に
お
き
ま
し
て
、「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０
８
」

が
開
催
さ
れ
、
当
市
で
行
わ
れ
た
二

種
目
の
競
技
も
市
民
の
皆
様
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
成
功
裏
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
日
置
市
の
行
財
政
運
営
や

諸
行
事
等
に
多
く
の
市
民
の
皆
様
の

御
理
解
と
温
か
い
御
支
援
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
順
調
に
市
政

運
営
が
行
え
て
お
り
ま
す
こ
と
に
改

め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
地
方
分
権
が
叫
ば
れ
て
久

し
く
な
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
三
位

一
体
改
革
に
よ
る
新
し
い
行
財
政
施

策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
最
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
国
の
歳
出
抑
制
策
や
昨

今
の
経
済
情
勢
等
を
反
映
し
て
、
市

の
財
政
事
情
は
、
未
だ
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
年
に
お
い
て

も
行
政
運
営
の
効
率
化
を
進
め
つ
つ
、

市
民
生
活
に
直
結
す
る
各
種
施
策
の

推
進
に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。 

　
特
に
、
市
全
域
に
小
学
校
区
単
位

を
基
本
と
し
て
、
地
域
活
性
化
の
核

と
な
る
地
区
公
民
館
組
織
を
整
備
し
、

昨
年
は
、
こ
の
組
織
を
中
心
に
市
民

の
話
合
い
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
現

状
や
課
題
を
検
討
し
な
が
ら
、
地
区

振
興
計
画
を
策
定
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
行
政
と
地
域
、
市
民
が
担
う

べ
き
役
割
を
明
確
化
し
た
上
で
、
今

後
、
日
置
市
総
合
計
画
の
実
施
計
画

に
も
反
映
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

の
課
題
を
優
先
順
位
の
高
い
も
の
か

ら
実
施
で
き
る
よ
う
取
組
ん
で
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
地
域
情
報
格
差
を
是
正
す

る
た
め
情
報
基
盤
整
備
を
進
め
る
一

方
、
各
種
行
事
を
主
体
と
し
た
観
光

振
興
事
業
、
若
者
の
雇
用
の
確
保
と

拡
充
を
目
指
し
た
企
業
誘
致
や
新
規

就
農
者
の
確
保
、
育
成
等
に
も
力
を

注
い
で
ま
い
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
も
、
市
の
一
体
化
を
図

る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て

市
民
の
皆
様
に
市
の
現
状
や
課
題
を

説
明
し
、
ま
た
関
係
方
面
か
ら
様
々

な
御
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
誠

心
誠
意
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
今
後
も
市
の
将
来
像
の
実
現
に
向

け
、「
住
ん
で
良
か
っ
た
、
ず
っ
と

暮
ら
し
て
い
た
い
」
と
言
え
る
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

　
終
わ
り
に
臨
み
、
こ
の
一
年
が
市

民
の
皆
様
に
と
っ
て
健
康
で
、
実
り

多
き
幸
せ
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新

年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

 

日
置
市
長
　
宮
路
　
高
光 

　
新
年
明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
様
方
に
は
、
希
望
に
満

ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
素
か
ら
日
置
市
議
会
に

お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
ご
厚

情
に
対
し
ま
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

　「
光
陰
矢
の
如
し
」
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
日
置
市
が
誕
生
し
ま
し
て
今

年
は
五
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
期
待
と
不
安
の
中
で
の
合

併
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
市
域
の
一

体
感
も
、
各
地
域
の
個
性
あ
る
イ
ベ

ン
ト
や
自
治
会
活
動
、
文
化
・
芸
術

活
動
な
ど
を
通
じ
て
醸
成
さ
れ
て
お

り
、
誠
に
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
中
で
、
平
成
二
十
年
、

市
民
の
皆
様
方
に
は
地
区
振
興
計
画

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
共
生
・
協
働
の
も
と
で
地
域

の
課
題
の
解
決
と
特
性
を
生
か
し
た
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
新

し
い
日
置
市
の
未
来
を
描
く
青
写
真

と
も
言
う
べ
き
立
派
な
計
画
が
出
来

ま
し
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
心
か
ら

敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

中
国
産
食
品
の
安
全
性
の
問
題
や
生

産
地
の
偽
装
。
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー

ン
問
題
な
ど
は
百
年
に
一
度
と
い
わ

れ
る
金
融
危
機
で
日
本
国
内
で
も
直

接
の
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
く

中
で
、
本
市
に
と
り
ま
し
て
明
る
い

話
題
は
、
鹿
児
島
を
舞
台
に
し
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
篤
姫
」
の
放

映
で
あ
り
ま
す
。
準
主
役
と
な
り
ま

し
た
「
小
松
帯
刀
公
」
の
存
在
と
「
日

置
市
」
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、

同
公
が
眠
る
菩
提
寺
「
園
林
寺
」
跡

に
は
多
数
の
方
が
お
い
で
に
な
ら
れ

た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児

島
２
０
０
８
」
が
開
催
さ
れ
、
本
市

で
も
二
種
目
の
競
技
が
開
催
さ
れ
、

県
内
外
か
ら
多
数
の
選
手
並
び
に
関

係
者
の
皆
様
が
お
い
で
に
な
り
ま
し

た
。 

　
こ
う
し
た
明
る
い
話
題
で
日
置
市

を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
は
本
市
の
観
光
振
興
に
と

り
ま
し
て
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。 

　
今
年
は
日
置
市
議
会
に
と
り
ま
し

て
集
大
成
の
年
と
な
り
ま
す
が
、
引

き
続
き
市
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
本
市
議
会
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

　
結
び
に
、
平
成
二
十
一
年
が
市
民

の
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で

喜
び
と
幸
せ
に
満
ち
た
一
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

 

日
置
市
議
会
議
長
　
畠
中
　
實
弘 

 

　
１
月 

吹
上
青
松
太
鼓
新
春
初
打
ち（
１
日
）

▼
市
成
人
式（
３
日
）▼
市
消
防
出
初

式（
６
日
）▼
た
ば
こ
振
興
大
会
ひ
お
き

２
０
０
８（
15
日
）▼
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
研

究
委
嘱
公
開（
19
日
）▼
第
55
回
南
九

州
美
術
展
審
査
会（
25
日
） 

 

　
２
月 

第
55
回
鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡
対
抗

駅
伝
競
走
大
会
日
置
市
通
過（
17
日
）

▼
第
一
回
こ
け
け
ピ
ア
ノ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
24
日
）▼
市
観
光
協
会
合
併
協
定
調

印
式（
25
日
） 

 

　
３
月 

市
生
涯
学
習
大
会（
１
日
）▼
稲
荷
神

社
お
田
植
え
祭（
３
日
）▼
た
じ
ま
ど
ん

（
９
日
）▼
吹
上
温
泉
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会（
12
日
）▼
九
州
電
力
大
田
発
電
所

登
録
有
形
文
化
財
登
録（
19
日
）▼
船

こ
ぎ
祭
り（
20
日
）▼
も
ち
ひ
っ
ぱ
れ 

（
20
日
）▼
美
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開

通（
31
日
）▼
永
吉
出
張
所
閉
所（
31
日
） 

 

　
４
月 

湯
之
元
馬
頭
観
音
馬
踊
り（
13
日
） 

▼
吹
上
青
松
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会（
６
日
）

▼
江
口
蓬
莱
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

（
19
日
）▼
ザ
ビ
エ
ル
像
建
立
除
幕
式 

（
27
日
）▼
窯
焚
コ
ン
サ
ー
ト
＆
美
山
ウ

ォ
ー
ク（
29
日
）ひ
ま
わ
り
館
四
周
年
誕

生
祭（
27
日
） 

 

　
５
月 

韓
国
・
南
原
市
文
化
交
流
友
好
協
力

協
約
式（
１
日
）▼
第
16
回
ふ
る
さ
と

港
祭
り（
３
日
）▼
荻
・
伊
勢
神
社
奉
納

棒
踊
り（
４
日
）▼
市
春
季
畜
産
共
進

会（
19
日
）▼
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
パ
ト
ロ
ー

ル
開
始
式（
23
日
）▼
市
荒
茶
品
評
会 

（
23
日
） 

 

　
６
月 

せ
っ
ぺ
と
べ（
１
日
） 

         

　
７
月 

市
担
い
手
農
家
結
婚
支
援
協
議
会
設

立（
４
日
）▼
妙
円
寺
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
落
成
式（
５
日
）▼
吹
上
浜
ク
リ
ー
ン

作
戦（
12
日
）▼
第
20
回
永
吉
川
筏
下

り（
18
日
）▼
第
21
回
市
屋
内
消
火
栓

競
技
大
会（
23
日
）▼
市
小
学
校
水
泳

記
録
会（
24
日
）▼
湯
之
元
温
泉
と
う

ろ
う
祭
り（
26
日
）▼
吹
上
か
め
の
子
サ

ッ
カ
ー
県
大
会（
26
・
27
日
）市
子
ど
も

支
援
セ
ン
タ
ー
講
演
会（
31
日
） 

 

　
８
月 

国
際
サ
ン
ド
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
０
８（
３
日
）▼
拉
致
被
害
者
救
出
支

援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト（
12
日
）▼

北
山
の
火
振
り（
15
日
）▼
市
い
ち
ご
部

会
設
立（
18
日
）▼
市
総
合
防
災
訓
練（

31
日
） 

 

　
９
月 

市
秋
季
畜
産
共
進
会（
２
日
）▼
全
九

州
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会（
14
日
）▼
敬

老
訪
問（
12
日
）▼
吹
上
青
松
弓
道
大

会（
23
日
） 

  

と
く
と
く
ひ
お
き
券
発
行
式（
１
日
）▼

日
置
地
区
講
演
を
聴
く
会（
７
日
）▼

日
吉
秋
祭
り
花
火
大
会（
11
日
）▼
第

６
回
山
神
の
響
炎（
12
日
）▼
妙
音
十

二
楽
演
奏
会（
12
日
）▼
市
小
学
校
陸

上
記
録
会（
16
日
）▼
妙
円
寺
詣
り
大

行
進（
18
日
）▼
日
吉
豊
年
相
撲
大
会（

19
日
）
▼
吹
上
秋
祭
り
２
０
０
８ 

（
19
日
）▼
妙
円
寺
詣
り
フ
ェ
ス
タ（
25
・

26
日
）▼
妙
円
寺
詣
り
行
事
大
会（
26

日
）▼
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０

８
交
流
大
会（
25
〜
28
日
） 

           

韓
国
・
南
原
市
文
化
交
流
友
好
協
力

関
係
協
約
式（
１
日
）▼
第
23
回
美
山

窯
元
祭
り（
１
〜
３
日
）▼
日
置
市
芸

術
祭（
９
日
）▼
第
16
回
深
固
院
祭
り 

（
16
日
）▼
伊
作
流
鏑
馬
奉
納（
23
日
）

▼
日
置
市
社
会
福
祉
大
会（
26
日
）▼

高
山
ふ
る
さ
と
秋
ま
つ
り（
30
日
）▼
妙

見
神
社
相
撲
大
会（
30
日
） 

          

第
14
回
ま
る
ご
と
伊
集
院
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル（
13
・
14
日
）▼
第
26
回
い
じ
ゅ
う
い

ん
梅
マ
ラ
ソ
ン
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会（
14
日
） 

　
１０
月 

 

　
１１
月 

 

　
１２
月 

 

▲美山インターチェンジ開通 

▲せっぺとべ ▲ねんりんピック ▲文化交流友好協力関係協約式 



　
日
置
市
成
人
式
が
一
月
三
日
、
伊
集

院
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
成
人
式
を
迎
え
た
の
は
、
昭
和

六
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
元
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
五
百
九
十
四

人
が
対
象
で
し
た
。 

　
当
日
会
場
で
は
、
艶
や
か
な
振
袖
姿

や
羽
織
は
か
ま
姿
な
ど
の
新
成
人
で
華

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
る
中
、
吹
上

青
松
太
鼓
保
存
振
興
会
に
よ
る
太
鼓
演

奏
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
宮
路
市
長
が
「
法
律
的
に

も
社
会
的
に
も
貴
重
な
権
利
を
得
る
と

同
時
に
、
国
家
社
会
に
対
し
て
義
務
を

負
い
、
責
任
あ
る
行
動
を
期
待
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
大
人
と
し
て
尊
重
さ
れ

る
一
方
で
、
厳
し
い
社
会
の
荒
波
を
自

ら
の
力
で
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
国
際
化
や
情
報
化
、
少

子
高
齢
化
と
い
っ
た
波
や
う
ね
り
を
受

け
止
め
、
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
い
く
力

強
さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
一

人
の
社
会
人
と
し
て
、
若
者
の
柔
軟
な

発
想
と
知
恵
を
も
っ
て
、
国
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
に
参
加
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
皆
さ
ん
を
慈
し
み
、

育
て
ら
れ
た
ご
両
親
と
同
様
に
、
日
置

市
を
未
来
に
ひ
か
り
輝
く
故
郷
と
す
る

た
め
、
若
き
情
熱
と
た
く
ま
し
い
行
動

力
を
発
揮
し
、
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
」
と
激
励
。
市
議
会
や

各
種
団
体
の
代
表
者
、
恩
師
、
保
護
者

ら
も
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
応
え
て
、
四
地
域
か
ら
選
出

さ
れ
た
実
行
委
員
の
宮
内
貴
光
さ
ん
、

御
領
脩
平
さ
ん
、
戸
越
み
ゆ
き
さ
ん
、

増
田
英
里
さ
ん
が
抱
負
を
述
べ
（
要
旨

別
掲
）、
山
之
口
拓
也
さ
ん
が
、「
私
た

ち
は
、
晴
れ
て
成
人
に
な
る
日
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

自
分
ひ
と
り
の
力
で
こ
こ
ま
で
こ
れ
た

わ
け
で
は
な
く
、
産
み
育
て
て
く
れ
た

両
親
、
勉
強
だ
け
で
な
く
人
と
し
て
の

生
き
方
を
説
い
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

楽
し
い
と
き
も
辛
い
と
き
も
側
に
い
て

く
れ
た
友
人
や
恋
人
。
住
み
良
い
ま
ち

づ
く
り
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
地
域
住

民
の
方
々
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
お
世
話
に

な
っ
た
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
日

の
主
役
は
私
た
ち
で
す
が
、
今
の
自
分

が
あ
る
の
は
、
そ
の
方
々
の
お
陰
だ
と

い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
と
い
う
人
間
の
、
二

十
年
の
人
生
に
関
わ
っ
た
す
べ
て
の
人

に
心
を
込
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
」
と

新
成
人
を
代
表
し
て
謝
辞
、
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。 

　
人
生
の
大
き
な
節
目
と
も
い
え
る
成

人
式
は
、
大
人
へ
の
仲
間
入
り
を
祝
福

さ
れ
る
と
と
も
に
、
社
会
人
と
し
て
の

責
任
を
自
覚
す
る
機
会
で
す
。
こ
れ
ま

で
の
成
長
を
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
恩

師
、
地
域
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
社
会
人

と
し
て
成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。 

　社会人になれば、大きな壁にぶつかること
が多いでしょう。そんな時に、その壁につい
て、何も考えず、絶望におちるのも、あきら
めるのも自由です。しかし、それでもなお、
前に進もう、乗り越えようとすることが大人
に近づく第一歩ではないでしょうか。それゆ
え、私はどんなことがあっても顔を上げ、胸
をはり、前に進んで生きていきたいと思いま
す。ここにいる皆さんと切磋琢磨しながら、
明るい未来を切り開くため、手と手を取り合
いながら歩んでいきたいと思います。 

日吉地域実行委員 

　就職し社会人として働いている人、学生と
して勉学に励んでいる人、それぞれ立場は違
うかもしれませんが、一人一人が自分の将来
に希望と不安を抱えながら、この式に臨んで
いると思います。これから先、良いことばか
りでなく、辛かったり悩んだりすることもあ
るかと思いますが、私たちは自分の決めた道
を進んでいかなければなりません。これから
自由が増えると思いますが、自分が背負って
いる責任があるということを胸に秘めて、楽
しく頑張っていきたいと思います。 

東市来地域実行委員 

　家族、学校、部活動など、人生の中で何気
なく出会いと別れを繰り返している私たちで
すが、それこそが自分の人生に大きく影響を
与えていると思います。若い私たちはこれか
ら先、多くの人たちとの出会いがあります。
社会にもまれる中で、人間関係に悩まされる
こともあるかもしれませんが、目の前の相手
から逃げずに、正面から向かっていくことが
大切です。そして、すべての出会いと出来事
を大切に、限られた時間を有効に一生懸命生
きる決意を誓いたいと思います。 

吹上地域実行委員 

　私たちは、豊かな生活を送ることができて
いますが、それとは裏腹に「心」が未熟な人
が増えているように思えます。私たちは社会
という集団の中で生活しているので、自分本
位の身勝手な行動は許されません。自分の言
動に責任を持ち、学校や職場で得た経験や知
識を社会に生かし、後世の規範となる大人に
なるよう心がけなければなりません。これか
らは、自分の意思や人との「心の交流」を大
切にし、日々を心豊かに、そして生き生きと
過ごしていきたいと思います。 

伊集院地域実行委員 

平成21年新成人 

地　域 男　性 女　性 合　計 

東市来 

伊集院 

日　吉 

吹　上 

日置市 

50人 

124人 

20人 

132人 

326人 

61人 

132人 

22人 

53人 

268人 

111人 

256人 

42人 

185人 

594人 

（住民基本台帳登録者数） ▲謝辞を述べる山之口拓也さん ▲受付をされる実行委員の皆さん 

　４地域から選出された新成人
の代表者35人の実行委員会（実
行委員長久保梓さん）。 
　実行委員のメンバーは、昨年
から式典の役割分担や記念品の
選定、式典のリハーサルなどを
行い、晴れの舞台を成功させよ
うと一生懸命取り組んできまし
た。 



　
昨
年
に
引
き
続
き
、
県
外
か
ら
修
学
旅

行
生
が
日
置
市
を
訪
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
度
は
二
校
の
中
学
校
、
四
校
の
高

等
学
校
併
せ
て
延
べ
六
百
二
十
九
人
を
市

内
の
延
べ
二
百
十
二
世
帯
の
民
家
で
受
け

入
れ
ま
し
た
。 

　
生
徒
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
分

散
、
市
役
所
・
支
所
な
ど
で
受
け
入
れ
農

家
と
対
面
し
、
早
速
そ
れ
ぞ
れ
の
農
家
で

の
体
験
を
始
め
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
農
業
や
地
域
の
素
材
（
資
源
・

自
然
）
を
結
び
つ
け
た
地
域
活
性
化
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
修

学
旅
行
の
受
け
入
れ
や
農
家
民
泊
体
験
な

ど
各
種
事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
活
動
に
興
味
が
あ
り
、
受

け
入
れ
を
希
望
さ
れ
る
農
家
・
非
農
家
の

方
は
本
庁
農
林
水
産
課
（
内
線
一
一
五
一
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
今
年
、
最
初
の
受
け
入
れ
は
神
戸
市
立
塩
屋
中
学
校
の
皆
さ
ん
で
し
た
。

中
学
生
の
受
け
入
れ
は
初
め
て
で
、
受
け
入
れ
農
家
の
皆
さ
ん
も
、
最
初

は
不
安
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け
た
よ
う
で
す
。 

修学旅行で 
　　日置市に民泊 
修学旅行で 
　　日置市に民泊 
修学旅行で 
　　日置市に民泊 
≪県外から修学旅行生を受け入れ≫ 

５
／
２３
〜
５
／
２４
　
神
戸
市
立
塩
屋
中
学
校 

９／３０～１０／１　 
　　神奈川県立横浜南陵高等学校 

　東市来地域では麦の収穫体験をし
ました。初めての作業にみんな一生
懸命取り組んでいました。 

　
東
市
来
地
域
で
は
、
木
工

作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
バ

ー
ナ
ー
を
使
っ
て
の
作
業
に

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
。 

　
日
吉
地
域
で
は
、
農
家
の

方
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
直

接
乳
絞
り
を
し
ま
し
た
。
初

め
て
で
し
た
が
、
な
か
な
か

う
ま
く
で
き
ま
し
た
。 

　
伊
集
院
地
域
で
は
ト
ラ
ク

タ
ー
に
乗
っ
て
、
畑
の
耕
運

作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
畑

を
見
な
が
ら
の
ト
ラ
ク
タ
ー

操
作
は
難
し
い
け
ど
楽
し
く

で
き
ま
し
た
。 

　
日
吉
地
域
で
ポ
ン
カ
ン
の

収
穫
を
体
験
し
ま
し
た
。 

　
た
わ
わ
に
実
っ
た
ポ
ン
カ

ン
を
た
く
さ
ん
収
穫
し
ま
し

た
。 

　
東
市
来
地
域
で
は
、
干
柿

作
り
の
体
験
を
し
ま
し
た
。 

　
み
ん
な
ナ
イ
フ
を
使
い
柿

の
皮
を
上
手
に
む
き
ま
し
た
。

お
い
し
そ
う
な
干
柿
が
で
き

ま
し
た
。 

　
伊
集
院
地
域
で
は
、
搾
乳

体
験
を
行
い
ま
し
た
。 

　
搾
乳
用
の
大
き
な
エ
プ
ロ

ン
を
着
け
て
目
の
前
の
大
き

な
牛
に
機
械
を
取
り
付
け
て

搾
乳
し
ま
し
た
。 

　
東
市
来
地
域
で
は
三
班
に

分
か
れ
て
そ
ば
打
ち
体
験
を

し
て
み
ん
な
で
食
べ
ま
し
た
。 

　
粉
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
、

作
っ
た
そ
ば
の
味
は
、
格
別

で
し
た
。 

　
吹
上
地
域
で
は
、
大
型
の

機
械
に
乗
り
、
芋
掘
り
体
験

を
し
ま
し
た
。
次
か
ら
次
に

出
て
く
る
芋
を
箱
に
分
別
す

る
作
業
は
大
変
で
し
た
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
交
流
会
の
後

の
見
送
り
で
は
、
わ
ず
か
二

日
間
の
体
験
で
し
た
が
、
た

く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
、

農
家
の
方
々
と
の
涙
の
お
別

れ
に
な
り
ま
し
た
。 

　
伊
集
院
地
域
で
は
、
芋
掘

り
体
験
を
し
ま
し
た
。
大
き

な
芋
を
た
く
さ
ん
掘
り
、
箱

い
っ
ぱ
い
に
収
穫
し
ま
し
た
。 

　
東
市
来
地
域
で
は
、
漁
業

を
体
験
し
ま
し
た
。
船
に
乗

り
沖
へ
出
て
、
す
が
す
が
し

い
潮
風
を
浴
び
な
が
ら
み
ん

な
で
釣
を
し
ま
し
た
。 

　
日
吉
地
域
で
は
、
稲
の
脱

穀
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

生
徒
全
員
、
帽
子
の
上
に
タ

オ
ル
を
被
っ
て
脱
穀
作
業
を

が
ん
ば
り
ま
し
た
。 　

埼
玉
県
立
朝
霞
西
高
等
学
校
の
皆
さ
ん
は
、
今
回
吹
上
地
域
の
み
で
の

受
け
入
れ
で
し
た
。
芋
掘
り
体
験
、
養
豚
農
家
体
験
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
体

験
を
し
ま
し
た
。 

　神奈川県立横浜南陵高等学校の皆さんは台
風接近のなか、天候を心配していましたが、
２日間とも無事に生徒の皆さんの体験が進ん
でいきました。 

１２／８～１２／９　 
　　広島市立城山中学校 
　今年度最後の受け入れは、広島市立城山中
学校の皆さんでした。 
　天候が心配される中、体験の実施が心配さ
れましたが、それぞれの地域で楽しく行われ
ました。 

１２／４～１２／５　 
　　埼玉県立浦和第一女子高等学校 
　埼玉県立浦和第一女子高等学校の皆さんは
２日目に、クラス毎の交流会が行われました。
この日のために練習した校歌をそれぞれの会
場で披露してくれました。 

１０／２２～１０／２３ 
　　奈良県立平城高等学校 
　昨年に引き続き今年も奈良県立平城高等学
校の皆さんが日置市を訪れました。昨年の先
輩の話を聞いて、体験をとても楽しみにして
いました。 

１０
／
８
〜
１０
／
９
　
埼
玉
県
立
朝
霞
西
高
等
学
校 

　吹上支所の玄関前であった、体験
の説明を生徒の皆さんが神妙な面持
ちで聞いていました。 

　受け入れ農家の皆さんと顔合わせ。
生徒の皆さんは、心配そうな顔から
少しずつ笑顔が見えてきました。こ
れから、体験が始まります。 

　伊集院地域では、市の梅園で青梅
の収穫体験をしました。 
　初めて梅の実っている光景に大喜
びで収穫作業をしていました。 



 

◇
申
告
が
必
要
な
方 

・
営
業
、
農
業
、
不
動
産
等
の
給
与
、

公
的
年
金
以
外
の
収
入
が
あ
る
方 

・
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら
市
へ

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て

い
な
い
方
や
年
末
調
整
を
さ
れ
て

い
な
い
方 

・
所
得
の
な
い
方
で
、
ど
な
た
の
扶

養
親
族
に
も
な
っ
て
い
な
い
方 

・
他
に
住
所
の
あ
る
方
の
扶
養
親
族

に
な
っ
て
い
る
方 

・
遺
族
、
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税

の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方 

 

◇
申
告
す
る
必
要
が
な
い
方 

・
給
与
所
得
の
み
で
年
末
調
整
を
し

た
方 

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方 

・
年
金
収
入
の
み
の
方
で
収
入
が
、

百
四
十
八
万
円
以
下
の
方
（
但
し
、

六
十
五
才
以
上
の
方
） 

 

◇
申
告
に
持
参
す
る
も
の 

・
印
鑑 

・
所
得
額
算
出
に
必
要
な
資
料 

　
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
、
公
的

年
金
の
源
泉
徴
収
票
（
ハ
ガ
キ
）
、

営
業
、
農
業
、
不
動
産
等
の
収
入

額
や
販
売
額
及
び
必
要
経
費
な
ど

収
支
が
わ
か
る
帳
簿
や
領
収
書
等

（
農
業
所
得
に
つ
い
て
も
収
支
計

算
が
原
則
で
す
） 

・
控
除
額
算
出
に
必
要
な
資
料 

　
生
命
保
険
料
、
共
済
掛
金
等
の
支

払
証
明
書
、
社
会
保
険
料
の
領
収

書
又
は
支
払
額
が
わ
か
る
書
類
、

障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

障
害
者
手
帳
等
の
証
明
と
な
る
も

の
又
は
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
（
福
祉
事
務
所
が
発
行
） 

（
注
）
医
療
費
控
除
用
の
領
収
書
や

営
業
・
農
業
等
の
所
得
が
あ
る
方
で
、

帳
簿
を
つ
け
て
い
な
か
っ
た
り
、
整

理
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
他
の
来

場
者
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
の
で
必

ず
整
理
し
て
か
ら
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
申
告
期
間
中
は
、
職
員
が

申
告
会
場
に
出
向
く
た
め
、
本
庁
・

各
支
所
で
は
収
入
の
な
い
方
や
ご
自

分
で
申
告
書
を
作
成
さ
れ
た
方
の
み

の
対
応
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。 

税
務
課
か
ら 

　
　
税
の
申
告
に
つ
い
て 

　
市
県
民
税
や
所
得
税
な
ど
の
申
告
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、平
成
二
十
一
年
度
市
県
民
税
の
申
告
相
談
を
二
月
十
二
日（
木
）か
ら
三

月
六
日（
金
）ま
で
、別
表
の
日
程
で
各
公
民
館
等
を
巡
回
し
て
実
施
し
ま
す
。次
の

項
目
に
該
当
す
る
方
は
、最
寄
り
の
会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、期
間
中
に
申
告
で
き
な
い
方
は
三
月
九
日（
月
）か
ら
三
月
十
六
日（
月
）ま

で
に
市
役
所
及
び
各
支
所
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
但
し
、土
・
日
は
除
き
ま
す
。 

　
昨
年
か
ら
税
源
移
譲
に
よ
り
、
所

得
税
が
減
額
と
な
り
、
控
除
で
き
る

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
が
減
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
平
成
十
一
年
か
ら
平
成

十
八
年
末
ま
で
に
入
居
し
、
所
得
税

の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い
る

方
で
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な

か
っ
た
額
が
あ
る
場
合
は
、
翌
年
度

の
住
民
税
（
所
得
割
）
か
ら
控
除
で

き
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
下
記

に
よ
り
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。 

申
告
方
法 

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方

は
確
定
申
告
書
と
と
も
に
税
務
署

へ
提
出 

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
な
い

方
は
源
泉
徴
収
票
を
添
付
し
て
適

用
を
受
け
る
年
度
の
一
月
一
日
に

居
住
し
て
い
た
市
区
町
村
へ
提
出 

申
告
期
限 

　
平
成
二
十
一
年
三
月
十
六
日
ま
で

※
な
お
、
市
町
村
民
税
道
府
県
民
住

宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書

は
、
本
庁
各
支
所
及
び
税
務
署
の
担

当
窓
口
で
印
鑑
・
ロ
ー
ン
残
高
額
を

控
え
て
持
参
し
て
下
さ
い
。 

住
宅
借
入
金
等 

特
別
税
額
控
除
の
申
告
に
つ
い
て 

　
平
成
二
十
年
分
の
確
定
申
告
が
二

月
十
六
日
（
月
）
か
ら
税
務
署
で
始

ま
り
ま
す
。 

　
申
告
期
限
は
三
月
十
六
日
で
す
が

期
限
間
近
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
、
余
裕
を
持
っ
て
早
目
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
還
付
申

告
は
二
月
十
六
日
（
月
）
以
前
で
も

提
出
で
き
ま
す
の
で
早
目
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。 

　
公
的
年
金
の
み
の
収
入
の
方
で
確

定
申
告
が
必
要
な
方
及
び
還
付
を
受

け
ら
れ
る
方
を
対
象
に
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
下
表
の
と
お
り
相
談
会
場

を
設
け
ま
す
の
で
、
必
要
書
類
を
ご

持
参
の
上
、
最
寄
り
の
会
場
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
地
区
割
に
つ
い
て
は
班
回

覧
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

所
得
税
の 

確
定
申
告
は
税
務
署
へ 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

◇
所
得
税
等
国
税
関
係
　
伊
集
院
税
務
署
　
二
七
三
‐
二
五
四
三 

◇
市
県
民
税
関
係 

　
日
置
市
役
所
　
本
庁
　
　
　
二
七
三
‐
二
一
一
一
　
東
市
来
支
所
　
二
七
四
‐
二
一
一
一 

　
　
　
　
　
　
　
日
吉
支
所
　
二
九
二
‐
二
一
一
一
　
吹
上
支
所
　
　
二
九
六
‐
二
一
一
一 

※相談時間は午前９時～１２時、午後１時～午後４時です。 
※各会場とも大変混雑しますので、時間には余裕を持っておいで 
　ください。 

日吉中央公民館２階大ホール 

日置市中央公民館大会議室 

東市来保健センター 

伊作地区公民館 

１/３０（金） 

２/２（月）～２/３（火） 

２/５（木）～２/６（金） 

２/５（木）～２/６（金） 

日吉 地 域 

伊集院地域 

東市来地域 

吹 上 地 域 

対象地域 日　　程 場　　所 

平成21年度市県民税申告相談日程表 

月  日 曜日 
午前 

地 域 

ニ潟・山田 山田公民館 
（9：00～11：00） 

草見・笠ヶ野 
毘沙門 

笠ヶ野公民館 
（13：30～15：30） 

日新公民館 
（9：00～11：00） 

諏訪公民館 
（9：00～11：00） 

日吉中央公民館 
（2階大ホール） 
（9：00～11：00） 

中区公民館 
（9：00～11：00） 

北区公民館 
（9：00～11：00） 

伊作地区公民館 
（9：00～11：30） 

伊作地区公民館 
（9：00～11：30） 

花熟里自治公民館 
（9：00～11：30） 

伊作地区公民館 
（9：00～11：30） 

芋野自治公民館 
（9：00～9：40） 
下与倉自治公民館 
（10：00～11：30） 
藤元自治公民館 
（9：30～10：30） 

赤仁田自治公民館 
（10：50～11：40） 

おろ口自治公民館 
（9：00～9：50） 
瀬谷自治公民館 
（10：00～10：50） 
助代自治公民館 
（11：00～11：40） 

和田地区公民館 
（９：00～11：30） 

吹上地区公民館 
（９：00～11：30） 
小永吉自治公民館 
（９：00～10：00） 
原園自治公民館 
（10：10～11：00） 
下草田自治公民館 
（９：00～11：30） 

永吉5区公民館 
（９：00～11：30） 

坊野地区公民館 
（９：00～11：30） 

竜之瀬自治公民館 
（９：00～10：00） 
平鹿倉地区公民館 
（10：20～11：00） 
自治会長宅 

（11：20～11：40） 

日新 

諏訪 

熊野・西郷 

中区 

北区 

坂元 

東本町・西本町 

緑ケ丘・窪田 

宮坂・南宮内 

亀原・花熟里 

芋野 

下与倉 

藤元 

赤仁田 

おろ口 

瀬谷 

助代 

おろ岡 

下和田 

入来浜・今田 

小永吉 

原園・上草田 

中草田・下草田 

松下・七呂 
鍋谷・印口 

（坊野下） 

（坊野上） 坊野 

（田代野） 

今観龍（竜之瀬） 

平鹿倉 

今観龍 
（観音河内） 

ふもと・多宝寺 
小牧 

2月12日 

2月13日 

2月16日 

2月17日 

2月18日 

2月19日 

2月20日 

木 

2月23日 月 

2月24日 火 

2月25日 水 

2月26日 木 

2月27日 金 

3月2日 月 

3月3日 火 

3月4日 水 

3月5日 木 

3月6日 

（土・日を除く） 
3月9日から16日まで 

金 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

場所 
（時間） 地 域 場所 

（時間） 

午後 
月  日 曜日 

午前 

地 域 

中央 湯田地区公民館 
（９：00～11：00） 元湯・向湯田 湯田地区公民館 

（13：30～15：00） 

草原 草原公民館 
（13：30～15：30） 

桑木野 桑木野公民館 
（９：00～10：00） 

高塚東・高塚西 高塚公民館 
（13：30～16：00） 

尾木場 尾木場公民館 
（10：15～11：00） 

柿之谷・八幡 八幡公民館 
（13：30～15：30） 

郷戸 郷戸公民館 
（９：00～10：00） 

野下 野下公民館 
（10：20～11：30） 

日置麓・帆之港 
日吉中央公民館 
（2階大ホール） 
（13：30～15：30） 

上伊作田 江口 
（13：30～14：45） 

元伊作田 中伊作田公民館 
（９：00～11：00） 川北・平迫比良 

（14：45～16：00） 

漁村センター 

南区 南区公民館 
（13：30～15：30） 

中伊作田 

駅前・堀内 湯田地区公民館 
（９：00～11：00） 田之湯 湯田地区公民館 

（13：30～15：30） 

扇尾 扇尾公民館 
（13：30～15：30） 

赤崎 赤崎公民館 
（９：00～11：00） 

鈩口 鈩口公民館 
（13：00～13：20） 

南神之川 南神之川公民館 
（13：30～15：00） 

上中之里 
伊作地区公民館 
（13：30～16：00） 

永山 永山公民館 
（９：00～10：00） 宮田 宮田公民館 

（13：30～14：30） 

下中之里 神之川 神之川公民館 
（10：15～11：00） 牧之角 牧之角公民館 

（15：00～16：00） 

北湯之元・南湯之元 南湯之元自治公民館 （13：30～16：00） 上床 上床公民館 
（９：00～10：00） 

元養母 
元養母公民館 

（13：30～15：30） 
東宮内・西宮内 

伊作地区公民館 
（13：30～16：00） 

中野 中野公民館 
（10：15～11：00） 

中津 美山 美山公民館 
（９：00～11：00） 上野東・上野西 上野西公民館 

（13：30～15：30） 

小野浜 
小野馬場 
小野 

小野馬場自治公民館 
（13：30～16：00） 麓上・麓下・杉之迫 鶴丸地区公民館 （９：00～11：00） 

古市 
城之町上 
城之町 

鶴丸地区公民館 
（13：30～15：30） 

上田尻 上田尻自治公民館 
（13：10～14：30） 鉾之原 鉾之原公民館 

（９：00～10：00） 

野首 野首自治公民館 
（14：40～16：00） 立和名 立和名公民館 

（10：20～11：20） 荻 荻公民館 
（13：30～15：30） 

上与倉 上与倉自治公民館 
（13：10～14：30） 北山 北山公民館 

（９：00～11：30） 

田之尻 田之尻自治公民館 
 （14：50～15：30） 大平 大平公民館 

（９：00～10：00） 皆田東 皆田地区公民館 
（13：30～16：00） 

永野 永野自治公民館 
（15：40～16：30） 丸牧 丸牧公民館 

（10：20～11：20） 皆田西 

下田尻 
中田尻自治公民館 
（13：30～16：00） 

田代 田代公民館 
（９：00～11：30） 田代 田代公民館 

（13：30～16：00） 

中田尻 梅木 梅木公民館 
（９：00～11：30） 柿之迫 柿之迫公民館 

（13：30～16：00） 

上和田 
和田地区公民館 
（13：30～16：00） 下養母 下養母研修館 

（９：00～11：30） 
坂之上下 坂之上下公民館 

（13：30～14：30） 
中和田 

西原 
吹上地区公民館 
（13：30～16：00） 

上方限 
（池田・末永） 

上方限公民館 
（９：00～11：30） 

上方限（窪田） 
四郎園 

上方限公民館 
（13：30～16：00） 

入来 
下方限 下方限公民館 

（９：00～11：30） 

寺脇 寺脇公民館 
（13：30～15：00） 

天昌寺・浜田後 
浜田中 

浜田後自治公民館 
（13：30～16：00） 

大田下 大田下公民館 
（15：30～16：30） 

大田上・大田中 大田中公民館 
（９：00～11：30） 

郡上 郡上公民館 
（13：30～15：00） 

新川原・永吉中和田 
川久保 久木野  々 久木野々公民館 

（15：30～16：30） 

梅里下・榎下 
梅里・永吉ふもと 

永吉地区公民館 
（13：30～16：00） 向江町・中央通 

銀天通・駅前 
麓東・瀬戸内 

伊集院地区公民館 
（９：00～11：30） 

天神馬場・上之馬場 
元町・犬之馬場・出樋 
城山・荒瀬・小城 

伊集院地区公民館 
（13：30～16：00） 

坊野（高田） 高田自治公民館 
（13：30～14：00） 清藤 清藤公民館 

（９：00～11：30） 中神殿 中神殿公民館 
（13：30～15：00） 

坊野（山手） 山手自治公民館 
（14：20～14：50） 

郡下・平古 
徳重東 

日置市中央公民館 
（９：00～11：30） 

郡内・宮脇 
立野・中福良 

日置市中央公民館 
（13：30～16：00） 

坊野（柱野） 柱野自治公民館 
（15：10～15：30） 妙円寺１区～４区 妙円寺児童館 

（９：00～11：30） 妙円寺5区～9区 妙円寺児童館 
（13：30～15：30） 

今観龍（今木場） 今木場自治公民館 （13：10～13：40） 野田 野田公民館 
（９：00～11：30） 古城 古城公民館 

（13：30～15：30） 

日添 
日添自治公民館 
（14：00～15：00） 

下神殿全区 下神殿公民館 
（９：00～11：30） 飯牟礼下・腰・善福 

飯牟礼大下公民館 
（13：30～15：30） 

朝日ケ丘 朝日ケ丘公民館 
（９：00～11：30） 猪鹿倉 朝日ケ丘公民館 

（13：30～15：30） 

上神殿全区 上神殿公民館 
（９：00～11：30） 

飯牟礼上 
飯牟礼中 

飯牟礼上公民館 
（13：30～15：30） 

 
恋之原 恋之原公民館 

 （９：00～11：30） 

つつじケ丘全区 つつじケ丘公民館 
（13：30～15：00） 

桑畑 桑畑公民館 
（15：30～16：30） 

下土橋 下土橋公民館 
（９：00～11：30） 上土橋 上土橋公民館 

（13：30～15：30） 

中  川 中川公民館 
（９：00～11：30） 竹之山 竹之山公民館 

（13：30～15：30） 
麦生田西 
麦生田東 

麦生田中央公民館 
（９：00～11：30） 

麦生田中 
麦生田下 

麦生田中央公民館 
（13：30～15：30） 

場所 
（時間） 地 域 場所 

（時間） 

午後 

日
　
　
吉
　
　
地
　
　
域 

東
　
　
市
　
　
来
　
　
地
　
　
域 

伊
　
　
集
　
　
院
　
　
地
　
　
域 

吹
　
　
上
　
　
地
　
　
域 

上記以外の申告・確定等　本庁および各支所 

※詳細については、班回覧等でお知らせします。 

年
金
受
給
者
の 

確
定
申
告
書
記
載
相
談
の
ご
案
内 

 



平成21年度は固定資産税の評価替えの年です 
シリーズ 3

固定資産税は、毎年１月１日（賦課期日）現在で、土地・家屋・償却資産を所有している人が納める税金です。 
税額は、固定資産の評価額をもとに算出しますが、この評価額を３年に１度見直します。これが評価替えです。 
３回シリーズで掲載する３回目は、「家屋に対する評価のしくみ」および「償却資産申告の変更点」についてお知らせします。 

家屋に対する評価のしくみ 

家屋の評価は、再建築価格を基準に評価しています。家屋の評価額は、次のように算出します。 
＊新築家屋の場合 
　新築家屋の評価額　＝　再建築価格　×　経年減点補正率 
　◎再建築価格とは、 

　評価の対象となった家屋と同一のものを評価の時点においてその場所に新築するものとした場合に必要
とされる建築費 

　◎経年減点補正率とは、 
　　　家屋の建築後の年数の経過によって生ずる損耗の状況による減価等 
＊新築家屋以外の家屋（在来分家屋）の場合 
　１．在来分家屋の再建築価格　＝　前基準年度の再建築価格　×　建設物価の変動割合 
　２．在来分家屋の評価額　＝　在来分家屋の再建築価格　×　経年減点補正率 
　　　在来分家屋の評価額は、その価格が前年度の評価額を超えるときは前年度の評価額に据え置かれます。 
＊新築家屋に対する減額措置 
　　新築された住宅は、新築後一定期間の固定資産税が２分の１に減額されます。 
◎減額の対象となる住宅の要件……専用住宅や併用住宅（居住部分の割合が２分の１以上のもの）であるこ

と床面積が50㎡（一戸建以外の賃貸住宅は40㎡）以上280㎡以下 
◎減額される範囲……減額の対象となるのは、新築された住宅用家屋の住居として用いられている部分だけ

であり、併用住宅の店舗部分、事務所部分などは減額対象となりません。なお、住居
として用いられている部分の床面積が120㎡まではその全部が減額対象に、120㎡を
超えるものは120㎡分に相当する部分が減額対象になります。 

◎減額される期間……一般の住宅は新築後３年度分、３階建て以上の中高層耐火住宅等は新築後５年度分 

償却資産申告の変更点 

固定資産の縦覧・閲覧について 

　償却資産は、土地及び家屋以外で事業の用に供することができる資産のことです。 
　償却資産の評価は、取得価額を基礎として、取得後の経過年数に応ずる価値の減少（減価）を考慮して評価
します。 
　今回（平成21年度）の申告から、耐用年数の基準が変更されましたので、個々の償却資産に応じた耐用年
数を申告していただく必要があります。 
　償却資産課税対象者は、申告書を必ず提出くださるようお願いいたします。 

　平成21年度の固定資産に係る評価については、平成21年４月１日から本庁税務課や各支所の固定資産税係
で縦覧や閲覧ができます。（代理人の場合は、委任状が必要となります） 

　ご不明な点は、本庁税務課固定資産税係までお問い合わせください。 

また、税金について、地域や団体で研修等されたい場合は、出前講座の制度がありますので、ご活用ください。 

連絡先　電話　273－2111（内線1112～1114） 

楽
し
み
た
っ
ぷ
り
　
秋
の
高
山 

第
７
回
高
山
ふ
る
さ
と
秋
ま
つ
り 

　
高
山
ふ
る
さ
と
秋
ま
つ
り
が
十
一

月
三
十
日
、
高
山
地
区
で
行
わ
れ
、

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
地
区
内
の
各
自
治
会
で
は
渓
流
マ

ス
釣
り
大
会
・
か
ず
ら
工
芸
づ
く
り
・

竹
炭
づ
く
り
・
里
山
散
策
や
も
ち
つ

き
体
験
な
ど
豊
か
な
自
然
や
文
化
・

歴
史
を
活
か
し
た
様
々
な
催
し
を
参

加
者
は
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
高
山
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

で
は
農
作
物
の
販
売
や
舞
踊
、
歌
な

ど
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。 

　
高
山
地
区
で
は
、
こ
の
ま
つ
り
を

通
じ
て
高
齢
化
が
進
む
中
、
住
民
が

楽
し
み
な
が
ら
高
山
の
豊
か
な
自
然
、

文
化
・
歴
史
な
ど
を
再
認
識
す
る
と

と
も
に
、
連
帯
感
が
強
ま
り
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。 

▲竹炭づくり体験 

▲野菜即売会 

大
将
季（
だ
い
ま
さ
き
）を
よ
ろ
し
く 

デ
コ
ポ
ン
は
さ
み
入
れ 

　
片
平
勇
作
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
で
十
一

月
二
十
日
、
加
温
デ
コ
ポ
ン
の
は
さ

み
入
れ
式
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
は
さ
み
入
れ
の
ハ
ウ
ス
は
、
昨
年

「
大
将
季
」
と
い
う
デ
コ
ポ
ン
の
品

種
の
二
年
生
苗
を
植
栽
。「
不
知
火
（
し

ら
ぬ
い
）」
よ
り
も
果
皮
、
果
肉
色

が
濃
い
品
種
で
、
Ｊ
Ａ
さ
つ
ま
日
置

管
内
で
も
平
成
十
七
年
か
ら
導
入
さ

れ
、
面
積
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
開
会
に
あ
た
り
、
Ｊ
Ａ
果
樹
部
会

中
晩
柑
部
会
長
が
、「
経
営
の
安
定

化
を
図
る
こ
と
が
部
会
長
の
役
目
」

と
力
強
く
あ
い
さ
つ
。
十
月
十
五
日

に
部
会
で
認
証
さ
れ
た
安
心
、
安
全

の
「
か
ご
し
ま
の
農
林
水
産
物
認
証

証
書
」
の
授
与
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
・

は
さ
み
入
れ
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ス
ー
パ
ー
、
直
売
所
等
で
デ
コ
ポ

ン
を
見
か
け
た
ら
、
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
！ 

で
あ
い・
ふ
れ
あ
い
・ 

　
　
　
　
学
び
あ
い 

「
吉
利
中
区
」
祭
り 

　
中
区
集
落
セ
ン
タ
ー
で
十
二
月
七

日
、
吉
利
中
区
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
祭
り
で
は
、
野
菜
品
評
会
を
は
じ

め
、
吉
利
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
合

奏
や
お
遊
戯
、
お
楽
し
み
抽
選
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
つ
き
た
て
の
餅
や
だ
ん
ご
、

焼
き
鳥
な
ど
の
販
売
も
あ
り
、
大
盛

況
で
し
た
。 

　
今
年
は
、
特
別
企
画
と
し
て
「
小

松
帯
刀
史
跡
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
問
題
の
答
え
を
探
し

な
が
ら
、
お
仮
屋
跡
の
吉
利
小
学
校

や
小
松
帯
刀
公
の
墓
地
（
園
林
寺
跡
）

ま
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま

し
た
。 

１
年
目
の
収
穫
作
業
を
体
験 

古
城
・
八
枝
ア
グ
リ
キ
ャ
ッ
ス
ル 

　
集
落
営
農
組
織
と
し
て
、
三
月
に

設
立
し
た
「
古
城
・
八
枝
ア
グ
リ
キ

ャ
ッ
ス
ル
」（
伊
集
院
）
に
お
い
て

十
二
月
三
日
、
カ
ボ
チ
ャ
の
収
穫
作

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
浦
和
第
一
女
子
高
校

の
修
学
旅
行
生
も
か
ぼ
ち
ゃ
の
収
穫

を
体
験
。
慣
れ
な
い
作
業
に
も
楽
し

み
な
が
ら
収
穫
を
体
験
し
て
い
ま
し

た
。 

　
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
大
豆
と
ソ

バ
の
収
穫
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

た
か
や
ま 



水
道
の
応
急
復
旧
に
貢
献 日

置
市
管
工
事
組
合
と
協
定 

　
日
置
市
と
日
置
市
管
工
事
組
合
（
須

藤
齊
会
長
）
は
十
一
月
二
十
八
日
、「
災

害
時
に
お
け
る
水
道
施
設
の
応
急
復

旧
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。 

　
こ
の
協
定
は
、
地
震
や
風
水
害
な

ど
で
水
道
の
給
水
に
支
障
が
生
じ
た

場
合
、
管
工
事
組
合
の
応
援
に
よ
り

給
水
の
早
期
回
復
で
市
民
生
活
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
を
確
保
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。 

　
須
藤
会
長
は
「
日
置
市
の
要
請
を

受
け
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

組
合
二
十
五
社
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
た
い
。
市
民
の
役
に
立
て
れ
ば
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

裁
判
員
制
度
を
研
修 

吹
上
町
更
生
保
護
女
性
会 

　
平
成
二
十
一
年
五
月
か
ら
裁
判
員

と
し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
、
裁
判

官
と
一
緒
に
有
罪
・
無
罪
や
刑
の
内

容
を
決
め
る
裁
判
員
制
度
が
始
ま
り

ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
吹
上
町
更
生
保
護
女

性
会
（
長
野
瑳
や
子
会
長
）
は
地
域

内
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
方
々
と
十
月
二

十
八
日
、
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
で
研

修
を
行
い
ま
し
た
。 

　
質
疑
応
答
の
中
で
「
裁
判
員
に
選

ば
れ
た
ら
、
自
分
の
考
え
を
そ
の
ま

ま
発
言
し
た
ら
い
い
で
す
」
と
の
こ

と
で
し
た
が
、
不
安
と
安
心
が
交
錯

す
る
中
、
裁
判
員
の
黒
衣
を
着
た
有

意
義
な
体
験
も
で
き
ま
し
た
。 

建
設
工
事
等
か
ら
の 

　
　
　
　
　
暴
力
団
関
係
者
排
除
を
強
化 

財
政
管
財
課 

　
日
置
市
と
日
置
警
察
署
は
十
二
月

十
七
日
、「
日
置
市
建
設
工
事
等
暴

力
団
等
排
除
措
置
協
定
書
」
を
締
結

し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
日
置
市
が
発
注
す
る
建

設
工
事
等
に
対
す
る
暴
力
団
関
係
者

の
不
当
介
入
を
排
除
す
る
た
め
の
具

体
的
な
手
続
き
等
を
定
め
た
も
の
で

す
。 

　
今
後
、
市
と
日
置
警
察
署
は
、
相

互
に
情
報
の
交
換
や
収
集
を
行
い
、

市
の
入
札
参
加
資
格
を
有
す
る
者
（
有

資
格
業
者
）
と
暴
力
団
関
係
者
と
の

不
適
切
な
関
係
な
ど
が
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
指
名
停
止
等
の
措
置
を

講
ず
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

宝
く
じ
助
成
事
業
で
地
域
活
動
推
進
設
備 

　
　
　
　
　
　
お
よ
び
多
目
的
広
場
を
整
備 

小
野
馬
場
自
治
会 

　
宝
く
じ
の
事
業
収
入
を
利
用
し
た

「
平
成
二
十
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
で
小
野
馬
場
自
治
会
が
多

目
的
広
場
の
整
備
と
、
自
治
会
活
動

を
推
進
す
る
設
備
を
購
入
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
助
成
で
は
、
机
や
い
す
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
セ
ッ
ト
な
ど
を
購
入
。 

　
ま
た
、
夜
間
照
明
設
備
や
多
目
的

広
場
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
自
治

会
活
動
推
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
こ
の
よ
う

に
還
元
さ
れ
、
地
域
づ
く
り
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。 

平
成
２１
年
度
４
地
域
の
実
施
計
画
を
諮
問 

各
地
域
で
平
成
２０
年
度
地
域
審
議
会
を
開
催 

　
東
市
来
地
域
審
議
会
が
十
一
月
二

十
五
日
、
東
市
来
支
所
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
伊
集
院
地
域
審
議

会
が
二
十
七
日
、
日
置
市
中
央
公
民

館
で
、
日
吉
地
域
審
議
会
が
同
日
、

日
吉
中
央
公
民
館
で
、
吹
上
地
域
審

議
会
が
二
十
八
日
、
永
吉
地
区
公
民

館
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
地
域
審
議
会
は
、
市
町
村
の

合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

き
設
置
さ
れ
、
市
の
建
設
計
画
の
変

更
や
執
行
状
況
に
つ
い
て
、
ま
た
市

の
基
本
構
想
の
作
成
や
変
更
に
関
す

る
事
項
等
に
つ
い
て
市
長
か
ら
の
諮

問
に
応
じ
て
審
議
し
、
答
申
す
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
各
地
域
の
審
議
会
で
は
、
公
募
の

委
員
を
含
め
十
五
人
か
ら
二
十
人
の

委
員
が
委
嘱
を
受
け
て
い
ま
す
。 

　
会
議
で
は
、
市
側
か
ら
市
財
政
計

画
に
つ
い
て
お
よ
び
日
置
市
総
合
計

画
平
成
二
十
一
年
度
実
施
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
諮
問
が
な
さ
れ
、
協
議
の

結
果
提
案
の
と
お
り
承
認
す
る
旨
の

答
申
が
さ
れ
ま
し
た
。 

地
域
の
福
祉
向
上
に
貢
献 

全
国
民
生
委
員
・
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰 

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
活

動
さ
れ
て
い
る
岩
下
輝
子
さ
ん
（
東

市
来
）
に
対
し
、
平
成
二
十
年
度
全

国
民
生
委
員
・
児
童
委
員
連
合
会
会

長
表
彰
の
永
年
勤
続
表
彰
が
あ
り
十

一
月
二
十
七
日
、
伝
達
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
岩
下
さ
ん
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神

か
ら
地
域
の
福
祉
向
上
に
積
極
的
に

取
組
ま
れ
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
か
ら

二
十
年
を
越
え
て
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。 統

計
功
績
者
　
総
務
大
臣
表
彰 

　
日
吉
地
域
の
統
計
調
査
員
と
し
て
、

長
年
従
事
し
て
い
る
迫
勉
さ
ん
に
対

し
、
平
成
二
十
年
度
統
計
功
績
者
と

し
て
総
務
大
臣
表
彰
が
あ
り
、
十
一

月
十
八
日
、
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
迫
さ
ん
は
、
国
が
実
施
す
る
労
働

力
調
査
の
調
査
員
と
し
て
二
年
間
、

ま
た
他
の
統
計
調
査
員
と
し
て
も
従

事
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
、

今
回
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
ダ
メ
！ 交

通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

　
県
下
一
斉
飲
酒
運
転
根
絶
運
動
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
十
二
月
十
日
、
日
置

市
内
各
地
（
東
市
来
・
伊
集
院
・
日

吉
・
吹
上
）
で
行
わ
れ
、
日
置
市
交

通
安
全
母
の
会
や
日
置
警
察
署
員
な

ど
約
七
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
鹿
児
島
県
交
通
安
全
母

の
会
が
県
下
の
市
町
村
に
実
施
を
呼

び
か
け
た
も
の
で
、
日
置
市
で
も
六

カ
所
で
同
時
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
タ
イ
ヘ
イ
吹
上
店
と
Ａ
コ
ー
プ
伊

作
店
で
は
、
交
通
安
全
母
の
会
吹
上

支
部
の
会
員
が
、
川
原
ト
ミ
子
さ
ん

（
吹
上
）
が
作
成
し
た
百
八
十
個
の
「
ト

ミ
子
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
づ
く
り
交
通

安
全
お
守
り
」
を
手
渡
し
、「
飲
酒

運
転
は
絶
対
に
ダ
メ
で
す
よ
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。 

　
日
置
市
交
通
安
全
母
の
会
は
、
婦

人
連
絡
協
議
会
を
中
心
と
し
た
各
女

性
団
体
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
交
通

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
通
学
路
で
の

街
頭
指
導
な
ど
、
交
通
安
全
活
動
を

精
力
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

地
域
の
勉
強
で 

　
　
　
　意
見
交
換 

吹上地域の市議会議員と語る会 　
吹
上
地
域
の
市
議
会
議
員
と
語
る

会
が
十
一
月
十
八
日
、
吹
上
中
央
公

民
館
で
四
十
余
名
の
出
席
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
吹
上
地
域
婦
人
会
連
絡
協

議
会
と
吹
上
地
域
各
種
女
性
団
体
連

絡
協
議
会
の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
。 

　
有
馬
澄
子
会
長
の
「
地
域
に
携
わ

る
問
題
を
解
決
し
て
い
く
機
会
で
あ

り
有
意
義
な
時
間
と
し
意
見
を
交
換

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

の
後
、
質
疑
応
答
な
ら
び
に
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。 

　
予
定
し
て
い
た
時
間
も
大
幅
に
経

過
し
て
し
ま
う
ほ
ど
、
行
政
問
題
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
こ
の
会
に
出
席
し
た
参
加

者
ら
は
、「
地
域
内
の
現
状
や
課
題

な
ど
が
分
か
り
、
い
い
勉
強
に
な
っ

た
」
と
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

統計調査への 
功績を評価 



地
域
福
祉
の
充
実
を
求
め
て 

第
十
四
回  

あ
け
ぼ
の
広
場 

　
第
十
四
回
「
あ
け
ぼ
の
広
場
」
が

十
一
月
十
六
日
、「
よ
り
地
域
福
祉

の
充
実
を
求
め
て
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
吹
上
町
の
曙
福
祉
会
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。 

　
吹
上
温
泉
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
所

長
佐
野
正
男
さ
ん
の
「
地
域
の
皆
さ

ん
に
貢
献
で
き
、
頼
り
に
な
る
福
祉

を
進
め
て
い
く
」
と
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
曙
福
祉
会
の
職
員
に
よ
る
ダ
ン

ス
や
芸
能
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
バ
ザ
ー
会
場
で
は
、
農
産
物
や
花

の
苗
な
ど
の
販
売
が
あ
り
、
品
物
は

飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、
中
に
は
売
り
切

れ
状
態
に
な
る
と
こ
ろ
も
。 

　
荷
物
一
時
預
か
り
所
に
は
、
持
ち

き
れ
な
い
ほ
ど
の
買
い
物
袋
を
預
け

る
人
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
で
し

た
。
　 

　
曙
福
祉
会
は
、
昭
和
四
十
四
年
社

会
福
祉
法
人
を
設
立
。
以
来
地
域
に

根
ざ
し
た
福
祉
事
業
を
展
開
し
、
地

域
社
会
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

相
撲
で
地
域
の
活
性
化 

妙
見
神
社
相
撲
大
会 

　
今
年
で
十
七
回
目
と
な
る
妙
見
神

社
相
撲
大
会
が
十
一
月
三
十
日
、
同

神
社
境
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　「
地
域
の
活
性
化
と
共
に
相
撲
と

い
う
文
化
を
、
中
之
里
地
区
、
吹
上

地
域
に
残
す
役
割
を
担
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
代
表
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
幼
児
や
小
中
学
生
、

高
校
生
、
一
般
な
ど
の
力
士
が
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
中
之
里
地
域
婦
人
部
の
方
々

が
中
心
に
な
っ
て
約
二
百
五
十
人
分

の
お
に
ぎ
り
と
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、

訪
れ
た
観
客
は
お
い
し
そ
う
に
舌
鼓

を
打
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 
 （

優
勝
の
み
・
敬
称
略
） 

小
学
一
年
・
　
屋
悠
哉
▼
小
学
二
年
・

福
元
竜
二
▼
小
学
三
年
・
登
尾
裕
貴

▼
小
学
四
年
・
吉
留
拓
朗
▼
小
学
五

年
・
井
上
竜
太
朗
▼
小
学
五
・
六
年

女
子
・
神
余
海
歩
▼
小
学
六
年
・
宮

脇
佳
祐
▼
中
学
生
・
原
口
拳
汰
▼
高

校
・
樟
南
高
校
Ａ 

伊
作
田
地
区
の
活
性
化
を
目
指
し
て 

伊
作
田
ふ
る
さ
と
ま
つ
り 

　
第
一
回
伊
作
田
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

が
十
二
月
十
四
日
、
伊
作
田
地
区
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
つ
り
は
、
書
道
・
陶
芸
な
ど
の

作
品
の
展
示
や
詩
吟
・
舞
踊
・
伊
作

田
保
育
園
児
に
よ
る
遊
戯
な
ど
の
芸

能
発
表
な
ど
が
あ
り
、
大
勢
の
人
が

訪
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
野
菜
品
評
会
に
は
、
地
域

の
方
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
、
た
く

さ
ん
の
野
菜
が
出
品
さ
れ
、
品
評
会

後
の
即
売
会
で
は
、
あ
っ
と
い
う
間

に
完
売
。 

　
最
後
の
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
、

当
選
番
号
に
歓
声
が
あ
が
る
な
ど
会

場
は
、
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

江
口
蓬
莱
館
か
ら
撮
影
し
た
映
像
情
報

を
生
中
継
し
、
江
口
蓬
莱
館
沖
の
東
シ

ナ
海
の
映
像
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
　 

　
こ
の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
は
、
利
用
さ
れ

る
方
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
カ
メ
ラ
の

方
向
や
倍
率
を
操
作
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
観
光
面
や
台
風
な
ど
の
東
シ
ナ

海
の
状
況
を
確
認
す
る
な
ど
、
防
災
面

で
の
活
用
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

師
走
の
伊
集
院
を 

　元
気
い
っ
ぱ
い
力
走 

梅
マ
ラ
ソ
ン
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会 

　
第
二
十
六
回
い
じ
ゅ
う
い
ん
梅
マ

ラ
ソ
ン
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
十
二
月

十
四
日
、
伊
集
院
総
合
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
を
中
心
と
し
た
コ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
、
県
外
、
県
内
各
地
か
ら

過
去
最
高
の
二
千
七
百
六
十
六
人
が

参
加
。
　 

　
記
録
に
挑
戦
し
た
り
、
思
い
思
い

の
ペ
ー
ス
で
走
っ
た
り
と
参
加
者
は
、

そ
れ
ぞ
れ
思
う
ま
ま
に
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
今
年
は
Ｄ
Ｊ
ポ
ッ
キ
ー
さ

ん
が
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
５

㌔
コ
ー
ス
に
参
加
。
ポ
ッ
キ
ー
さ
ん

は
そ
の
後
、
司
会
進
行
な
ど
で
大
会

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

伊
集
院
の
魅
力
を
満
喫 

「
ま
る
ご
と
伊
集
院
フ
ェ 

ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
献
金
活
動 

ま
る
ご
と
伊
集
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

　
ま
る
ご
と
伊
集
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
十
二
月
十
三
日
と
十
四
日
の
二

日
間
、
伊
集
院
総
合
運
動
公
園
で
行

わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。 

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
農
業
や
商
工

業
な
ど
各
産
業
に
か
か
わ
る
人
や
ま

ち
づ
く
り
団
体
な
ど
が
一
堂
に
集
ま

り
地
域
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
始

ま
っ
た
も
の
で
、
今
年
で
十
四
回
目
。 

　
会
場
に
並
ん
だ
農
産
物
や
特
産
品

コ
ー
ナ
ー
に
は
、
市
内
外
か
ら
多
く

の
買
い
物
客
が
訪
れ
、
二
日
間
で
約

一
万
人
に
振
舞
わ
れ
た
伊
集
院
鍋
も

大
盛
況
で
し
た
。 

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
太
鼓
の

演
奏
や
大
抽
選
会
な
ど
で
盛
り
上
が

り
、
今
年
か
ら
新
た
に
設
け
ら
れ
た

足
湯
も
好
評
で
し
た
。 

　
ま
る
ご
と
伊
集
院
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
交
通
遺
児
へ
の
募
金
活
動

が
実
施
さ
れ
、
二
日
間
で
八
万
千

四
百
三
十
八
円
の
善
意
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。 

　
寄
せ
ら
れ
た
献
金
は
十
二
月
二

十
二
日
、
末
永
義
弘
実
行
委
員
長

か
ら
鹿
児
島
県
交
通
遺
児
親
の
会

山
下
和
也
　
事
務
局
長
へ
「
交
通

事
故
に
よ
っ
て
親
を
亡
く
し
た
こ

ど
も
の
た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
手
渡
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
募
金
は
、（
財
）
鹿
児
島

県
交
通
被
災
者
た
す
け
あ
い
協
会

に
献
金
さ
れ
ま
し
た
。 

▲大勢の人でにぎわう会場 ▲イベントステージ 

▲大盛況の伊集院鍋 ▲今年から設置された足湯 

交
通
遺
児
へ
献
金 

ライブカメラで情報発信 



音
楽
に
酔
い
し
れ
た
１
日 

市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会 

　
第
十
六
回
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
定
期
演
奏
会
が
十
二
月
二
十
一

日
、
伊
集
院
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
当
日
、「
赤
と
ん
ぼ
」
や
「
オ
リ

ー
ブ
の
首
飾
り
」
な
ど
が
演
奏
さ
れ
、

会
場
内
に
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
奏
で

る
美
し
く
温
か
い
音
楽
の
調
べ
が
響

き
わ
た
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
第
三
部
に
大
河
ド
ラ
マ
「
篤

姫
」
の
音
楽
で
お
な
じ
み
の
作
曲
家
・

吉
俣
良
さ
ん
も
出
演
。
ジ
ュ
ニ
ア
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
が
吉
俣
さ
ん
作
曲
「
篤

姫
」
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
演
奏
し
、

会
場
に
詰
め
掛
け
た
家
族
や
、
観
客

か
ら
大
き
な
歓
声
と
た
く
さ
ん
の
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

安
心
安
全
な
イ
チ
ゴ
は
い
か
が 

東
市
来
い
ち
ご
収
穫
祭 

　
東
市
来
い
ち
ご
部
会
の
イ
チ
ゴ
収

穫
祭
が
十
一
月
二
十
七
日
、
坂
口
恒

男
さ
ん
の
農
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
収
穫
祭
で
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の

後
、
イ
チ
ゴ
を
収
穫
。
参
加
し
た
ゆ

の
も
と
記
念
病
院
保
育
室
え
ん
じ
ぇ

る
く
ら
ぶ
の
園
児
は
、
真
っ
赤
な
イ

チ
ゴ
を
美
味
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て

い
ま
し
た
。 

　
い
ち
ご
部
会
で
は
た
ん
そ
病
対
策

や
作
業
効
率
化
の
た
め
に
棚
育
苗
の

施
設
や
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
を
導
入
し
、

安
心
安
全
な
イ
チ
ゴ
作
り
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。 

　
取
り
組
み
の
効
果
も
あ
り
、
イ
チ

ゴ
の
生
育
は
お
お
む
ね
順
調
と
い
う

こ
と
で
、
最
盛
期
と
な
る
こ
れ
か
ら

の
時
期
が
楽
し
み
で
す
。 

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、 

　
　
　
　
酪
農
体
験 

鳩
野
牧
場 

　
日
吉
地
域
の
鳩
野
牧
場
が
十
二
月

二
十
三
日
、
毎
年
恒
例
の
酪
農
体
験

を
行
い
、
親
子
二
十
五
人
が
参
加
し

ま
し
た
。 

　
午
前
中
は
牛
の
乳
搾
り
体
験
と
バ

タ
ー
作
り
、
午
後
か
ら
は
門
松
づ
く

り
と
乗
馬
体
験
を
し
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
、
主
催
し
た
鳩
野
さ
ん

か
ら
「
今
日
は
み
な
さ
ん
が
楽
し
い

体
験
が
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
乳
牛
の
話
を
聞
い
た
後
、
乳

搾
り
を
し
ま
し
た
。
牛
を
怖
が
り
泣

き
出
す
子
ど
も
も
い
ま
し
た
が
、「
牛

の
お
乳
は
温
か
い
ね
」
と
、
搾
り
た

て
の
牛
乳
を
飲
ん
で
感
激
し
て
い
ま

し
た
。 

　
バ
タ
ー
作
り
で
は
、
透
明
の
容
器

を
「
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
」
と
、
か
た
ま

り
が
で
き
る
ま
で
振
り
続
け
、
で
き

上
が
っ
た
バ
タ
ー
を
試
食
し
ま
し
た
。 

　
中
に
は
、「
疲
れ
た
」
と
、
途
中

で
や
め
る
人
や
な
か
な
か
固
ま
ら
ず

に
頑
張
っ
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。 

　
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
は
、
竹
を
切
る

作
業
か
ら
行
い
、
子
ど
も
た
ち
は
、

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
、

ノ
コ
ギ
リ
や
キ
リ
な
ど
を
使
っ
て
の

作
業
に
苦
戦
し
な
が
ら
、
思
い
思
い

の
ミ
ニ
門
松
を
作
り
ま
し
た
。 

　
最
後
に
乗
馬
を
体
験
し
、「
ま
た
、

馬
に
の
り
た
い
」、「
と
て
も
楽
し
い

一
日
で
し
た
。
ま
た
、
来
年
も
参
加

し
た
い
で
す
」
と
自
然
や
動
物
と
の

ふ
れ
あ
い
体
験
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

科
学
の
不
思
議
を
た
っ
ぷ
り
体
験 

青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
日
置
市
大
会 

　
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
日

置
市
大
会
が
十
二
月
六
日
、
市
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
会
場
に
は
市

内
外
か
ら
七
百
人
を
超
え
る
人
が
訪

れ
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
、
学
校
の
先
生
方
が
中

心
と
な
っ
て
二
十
の
実
験
ブ
ー
ス
と

風
力
発
電
を
研
究
し
て
い
る
民
間
企

業
の
出
展
が
あ
り
、
参
加
者
は
た
っ

ぷ
り
と
科
学
の
不
思
議
さ
な
ど
を
体 

験
し
て
い
ま
し
た
。 

　
マ
イ
ナ
ス
百
九
十
度
の
液
体
窒
素

を
使
っ
た
実
験
で
は
凍
っ
た
バ
ナ
ナ

で
釘
を
打
っ
た
り
、
ゴ
ム
風
船
を
使

っ
て
静
電
気
を
発
生
さ
せ
る
実
験
で

は
、
ビ
ニ
ル
が
浮
遊
す
る
現
象
に
驚

い
た
り
す
る
な
ど
、
科
学
へ
の
興
味
・

関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

吹
上
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
保
育
所
訪
問 

　
和
田
児
童
館
に
十
二
月
二
十
四
日
、

八
人
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
園
児
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ
て
や
っ
て
き
ま

し
た
。 

　
サ
ン
タ
の
突
然
の
登
場
に
園
児
た

ち
は
「
サ
ン
タ
さ
ん
が
来
た
」
と
皆

び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。 

　
サ
ン
タ
に
扮
し
た
の
は
、
吹
上
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
馬
場
順
道
会
長
・

会
員
二
十
八
人
）
の
会
員
で
、
青
少

年
健
全
育
成
の
一
環
と
し
て
訪
問
し
、

今
年
で
四
回
目
で
す
。 

　
園
児
た
ち
は
、
サ
ン
タ
と
写
真
を

撮
っ
た
り
馬
車
に
乗
せ
て
も
ら
っ
た

り
と
て
も
楽
し
い
様
子
で
し
た
。 

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
さ
れ
た
園
児

た
ち
は
「
サ
ン
タ
さ
ん
、
今
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼

の
こ
と
ば
を
述
べ
て
、
歌
を
歌
っ
て

お
別
れ
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
こ
の
日
は
、
永
吉
保
育
園

も
訪
問
し
ま
し
た
。 

お
は
な
し
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！ 

読
書
の
秋
の
夕
べ 

　
東
市
来
図
書
館
で
十
一
月
八
日
、「
読

書
の
秋
の
夕
べ
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

読
書
週
間
中
の
恒
例
行
事
で
、
親
子

で
お
話
の
世
界
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

企
画
。 

　
今
回
、
日
吉
地
域
の
読
み
聞
か
せ

グ
ル
ー
プ
「
ひ
よ
し
ひ
ま
わ
り
お
は

な
し
会
」
の
会
員
が
、
絵
本
や
語
り
、

テ
ー
ブ
ル
シ
ア
タ
ー
、
日
吉
に
伝
わ

る
民
話
の
紙
芝
居
な
ど
を
実
演
し
ま

し
た
。 

　
参
加
し
た
親
子
は
、
情
感
あ
ふ
れ

る
昔
話
や
お
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
市
内
各
図
書
館
で
は
、
毎
月

お
は
な
し
会
を
行
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

ふ
る
さ
と
の
思
い
を
歌
に 

Ｃ
Ｄ
ア
ル
バ
ム
「
か
ご
し
ま
賛
歌
」 

　
伊
集
院
町
大
田
の
貴
島
誠
さ
ん
が
、

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
込
め
て
十
一

月
、
Ｃ
Ｄ
と
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
制

作
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
市
の
生
涯
学
習
講
座
で

大
正
琴
や
ギ
タ
ー
を
教
え
て
い
る
貴

島
さ
ん
が
作
曲
、
伊
集
院
音
頭
の
作

詞
者
（
故
）
内
与
詩
守
さ
ん
、
ほ
か

二
人
が
作
詞
。
歌
は
、
伊
集
院
高
校

教
諭
だ
っ
た
、
下
茂
大
二
郎
さ
ん
ら

が
歌
っ
て
い
ま
す
。 

　
貴
島
さ
ん
は
、「
日
置
市
に
ゆ
か

り
の
あ
る
方
々
に
協
力
し
て
も
ら
い

制
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
歌
を
聴
い
て
、
自
然
の
大
切
さ
や

人
の
温
か
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
連
絡
先
　
２
７
３
―
５
２
０
４ 

サ
ン
タ
さ
ん
が
や
っ
て
き
ま
し
た 

▲バナナで釘が打てました 

▲いちご摘みに夢中です ▲子どもたちが吉俣さんに質問しています 

▲乳搾り体験 

▲乗馬体験 ▲バターつくり体験 



チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
目
指
せ
優
勝 

目
標
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

県
下
中
学
校
秋
季
選
抜
野
球
大
会
優
勝 

　
十
一
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
行
わ

れ
た
、
第
十
六
回
県
下
中
学
校
秋
季

選
抜
野
球
大
会
で
優
勝
し
た
東
市
来

中
学
校
野
球
部
が
十
二
月
八
日
、
市

長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
市
長
か
ら
激
励
を
受
け
た
キ
ャ
プ

テ
ン
の
西
薗
隼
太
朗
君
は
、「
九
州

大
会
で
も
基
本
に
忠
実
に
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
で
優
勝
を
目
指
し
た
い
で
す
」

と
力
強
く
応
え
ま
し
た
。 

　
東
市
来
中
学
校
は
、
三
月
二
十
七

日
か
ら
開
催
さ
れ
る
九
州
大
会
に
出

場
。
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

吹
上
青
松
太
鼓
　
女
子
チ
ー
ム
も
参
加 

第
４
回 

日
置
地
区
ク
ラ
ブ
対
抗
駅
伝
競
走
大
会 

　
第
四
回
日
置
地
区
ク
ラ
ブ
対
抗
駅

伝
競
走
大
会
が
十
二
月
七
日
、
吹
上

浜
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
一
般
女
子
の
部
に
吹
上
青

松
太
鼓
保
存
振
興
会
の
メ
ン
バ
ー
が

初
め
て
参
加
。
大
会
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。 

　
各
部
門
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

　
小
学
男
子
の
部
（
生
福
陸
上
Ａ
）

小
学
女
子
の
部
（
チ
ェ
ス
ト
伊
集
院

陸
上
Ａ
）
中
学
男
子
の
部
（
伊
集
院

北
中
）
高
校
・
一
般
男
子
の
部
（
鹿

児
島
城
西
高
校
Ａ
）
一
般
女
子
の
部

（
い
ち
き
串
木
野
駅
伝
ク
ラ
ブ
） 

プ
ロ
か
ら
熱
血
指
導 

和
田
小
学
校 

　
和
田
小
学
校
で
は
、
鹿
児
島
県
で

初
め
て
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー
ム

「
レ
ノ
バ
ァ
鹿
児
島
」
の
藤
原
岳
志

選
手
か
ら
十
一
月
十
八
日
、
五
・
六

年
生
児
童
十
四
人
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
を
教
わ
り
ま
し
た
。 

　
同
小
で
は
四
回
の
指
導
が
計
画
さ

れ
て
お
り
三
回
目
と
な
る
今
回
は
、

試
合
形
式
の
練
習
を
行
い
、
パ
ス
を

す
る
時
な
ど
相
手
の
名
前
を
大
き
く

呼
ん
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。 

　
六
年
生
の
松
枝
未
代
さ
ん
は
「
最

初
は
で
き
な
か
っ
た
シ
ュ
ー
ト
が
、

教
え
て
も
ら
っ
て
で
き
る
よ
う
に
な

り
う
れ
し
か
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
ま

し
た
。 

　
今
回
の
指
導
は
、
市
で
実
施
し
て

い
る
「
日
置
市
夢
づ
く
り
事
業
」
を

活
用
し
行
わ
れ
た
も
の
で
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
は
プ
ロ
の
選
手
に
指

導
を
受
け
感
動
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。 

情
報
交
換
で
さ
ら
な
る
向
上
を 

み
ん
な
で
楽
し
く
「
ぺ
っ
た
ん
、ぺ
っ
た
ん
」 

日
置
地
区
子
ど
も
会
大
会 

　
東
市
来
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
十

一
月
二
十
二
日
、
日
置
地
区
子
ど
も

会
大
会
が
開
催
さ
れ
、
三
百
六
十
三

人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
は
、
日
置
地
区
子
ど
も

会
育
成
連
絡
協
議
会
主
催
で
開
催
さ

れ
、
子
ど
も
会
に
関
す
る
情
報
を
交

換
し
、
望
ま
し
い
子
ど
も
会
活
動
の

あ
り
方
や
指
導
者
、
育
成
者
の
役
割

を
研
究
、
地
区
内
の
子
ど
も
会
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。 

　
表
彰
式
、
活
動
・
体
験
発
表
の
後
、

子
ど
も
会
員
は
、
押
し
花
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
作
製
。
指
導
者
、
育
成
者
は
運

営
研
究
会
を
行
い
ま
し
た
。 

　
運
営
研
究
会
で
は
東
市
来
地
域
美

山
校
区
育
成
会
が
発
表
し
、
子
ど
も

会
活
動
や
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

も
ち
つ
き
大
会 

　
日
置
小
学
校
附
属
幼
稚
園
で
十
二

月
十
日
、
も
ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
「
よ
い
し
ょ
、
よ

い
し
ょ
」
と
、
元
気
な
掛
け
声
と
と

も
に
大
き
な
杵
を
持
っ
て
交
代
で
も

ち
を
つ
き
、
つ
き
あ
が
っ
た
お
も
ち

を
み
ん
な
で
丸
め
る
と
、
小
さ
な
手

で
丸
め
た
か
わ
い
い
お
も
ち
が
、
た

く
さ
ん
出
来
上
が
り
ま
し
た
。 

　
初
め
て
体
験
し
た
園
児
も
多
く
、

蒸
し
た
も
ち
米
が
お
も
ち
に
な
る
様

子
を
見
て
驚
い
て
い
ま
し
た
。 

　
つ
き
た
て
の
お
も
ち
を
食
べ
た
子

ど
も
た
ち
は
、「
お
い
し
い
、
お
か

わ
り
」
と
口
い
っ
ぱ
い
に
ほ
お
ば
り

大
満
足
。
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。 

恒
例
　
年
末
駅
清
掃 

鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
東
市
来
分
会 

　
Ｊ
Ｒ
東
市
来
駅
・
湯
之
元
駅
で
十

二
月
六
日
、
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
東
市
来
分

会
（
南
一
秀
会
長
代
理
、
会
員
七
十

九
人
）
の
会
員
約
二
十
人
が
、
こ
の

冬
一
番
の
寒
さ
の
中
、
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
活
動
は
、
毎
年
十
二
月
上
旬

に
駅
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
や
草
払
い
を

行
な
い
、
二
十
年
近
く
続
い
て
い
ま

す
。 

　
活
動
さ
れ
た
方
の
約
半
分
が
八
十

歳
を
超
え
て
い
ま
す
が
、「
利
用
さ

れ
る
お
客
さ
ん
に
新
し
い
年
を
気
持

ち
よ
く
」
と
活
動
に
励
み
ま
し
た
。 

　
清
掃
活
動
に
感
謝
！ 

校
旗
の
新
調
に
多
く
の
寄
付 

日
置
小
学
校 

　
日
置
小
学
校
で
は
校
旗
の
新
調
の

た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
自
治
会
長
な
ど
で

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
、
地

域
住
民
、
卒
業
生
、
企
業
な
ど
大
勢

の
方
か
ら
多
額
の
寄
付
金
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　
十
二
月
一
日
に
は
、
い
ち
早
く
賛

同
い
た
だ
い
た
㈱
省
力
化
技
研
の
加

藤
秀
義
会
長
と
加
藤
浩
晃
社
長
が
、

同
校
を
訪
れ
、
寄
付
金
を
贈
呈
し
ま

し
た
。 

▲活発な意見交換が行われた研究会 

▲押し花キーホルダーの製作 

　11月 22日から23日に行われた、九州高校新人柔
道大会個人戦で優勝した、鹿児島商業高校（２年）
の土屋潤君（伊集院）が12月 16日、市長を表敬訪
問しました。土屋君は、「次は、全国大会で優勝し、
オリンピックに出場したいです」と力強く話しました。 

鹿
児
島
城
西
高
校 

　
　
　
サ
ッ
カ
ー
部 

　12月 30 日から１月 12日に行われた第 87回全国
高校サッカー選手権大会に出場する鹿児島城西高校
サッカー部を 12月 22 日市長が訪問。「優勝を目指
して頑張ってください」と、日置市からの激励金を
手渡しました。 



１２ 
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

１２ 
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

　
田
　
大
翔
　
　
進
一
　
　
向
江
町 

外
薗
　
明
莉
　
　
直
樹
　
　
妙
円
寺
二
区 

齊
藤
　
咲
優
　
　
俊
晃
　
　
善
福 

吉
村
　
隼
人
　
　
和
洋
　
　
瀬
戸
内 

東
杢
比
野
悠
斗
　
　
慎
哉
　
　
天
神
馬
場 

寺
迫
　
佑
斗
　
　
賢
　
　
　
妙
円
寺
一
区 

福
田
　
も
も
　
　
和
弘
　
　
妙
円
寺
九
区 

河
野
　
倫
果
　
　
幸
一
　
　
猪
鹿
倉 

木
　
　
丈
瑠
　
　
賢
哉
　
　
郡
下 

山
口
由
紀
乃
　
　
正
久
　
　
妙
円
寺
八
区 

大
坪
　
奏
美
　
　
信
章
　
　
瀬
戸
内 

久
保
　
宜
嗣
　
　
秀
仁
　
　
向
江
町 

能
勢
　
大
雅
　
　
直
樹
　
　
瀬
戸
内 

櫨
塲
　
和
希
　
　
清
和
　
　
徳
重
東 

　
重
　
翔
太
　
　
三
郎
　
　
麓
東 

稲
留
　
伊
蔵
　
　
淳
　
　
　
上
土
橋 

日
　
　
愛
梨
　
　
信
綱
　
　
妙
円
寺
六
区 

上
原
　
翔
琉
　
　
悟
　
　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
区 

　
永
　
雄
真
　
　
雄
志
　
　
平
古 

 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

犬
童
　
龍
一
　
　
龍
介
　
　
麓
上 

　
永
　
　
翔
　
　
誠
　
　
　
向
湯
田 

黒
木
　
蓮
斗
　
　
健
太
郎
　
向
湯
田 

下
田
平
絆
里
　
　
寛
　
　
　
江
口 

 

日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

福
丸
　
涼
風
　
　
誠
　
　
　
八
幡 

冨
迫
　
徠
愛
　
　
祐
貴
　
　
日
新 

永
山
　
真
八
　
　
修
一
　
　
山
田 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

福
田
　
星
来
　
　
晋
拓
　
　
小
牧 

有
村
　
鳳
晟
　
　
俊
彦
　
　
今
田 

吉
川
　
綾
我
　
　
未
知
男
　
今
田 

       

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

佐
伯
　
ク
メ
　
　
88
　
中
央
通 

尾
堂
藏
右
衞
門
　
　
95
　
上
土
橋 

小
原
　
ム
メ
　
　
90
　
桑
畑 

福
元
　
ミ
ヱ
　
　
86
　
宮
脇 

米
倉
　
房
子
　
　
75
　
麦
生
田
中 

穗
満
　
信
子
　
　
76
　
妙
円
寺
一
区 

松
元
　
重
夫
　
　
85
　
下
土
橋 

有
留
　
　
徹
　
　
80
　
腰 

野
口
キ
ミ
子
　
　
92
　
寿
福
園 
 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

住
吉
フ
ヂ
枝
　
　
88
　
川
北 

前
田
ア
キ
ヱ
　
　
84
　
平
迫
比
良 

山
口
ス
ミ
子
　
　
78
　
荻 

瀬
戸
口
　
峯
　
　
94
　
田
代 

内
田
　
　
實
　
　
76
　
上
伊
作
田 

田
中
ハ
ル
エ
　
　
95
　
坂
之
上
下 

永
井
ト
シ
ヱ
　
　
79
　
大
平 

楠
生
　
タ
ミ
　
　
86
　
秋
光
園 

片
平
　
フ
ミ
　
　
85
　
駅
前 

奥
田
　
ミ
カ
　
　
87
　
下
養
母
上 

田
丸
　
博
保
　
　
65
　
城
之
町 

 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

下
原
　
ヨ
子
　
　
90
　
日
新 

平
田
カ
ツ
子
　
　
63
　
八
幡 

加
藤
　
義
春
　
　
82
　
柿
の
谷 

柏
原
　
由
幸
　
　
58
　
帆
之
港 

外
山
　
睦
子
　
　
77
　
草
原 

滿
尾
ハ
ナ
ヱ
　
　
97
　
帆
之
港 

上
口
　
　
功
　
　
83
　
草
原 

燒
山
ヨ
シ
ヱ
　
　
78
　
日
新 

原
田
香
代
子
　
　
52
　
南
区 

野
村
　
盛
孝
　
　
83
　
北
区 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

有
村
ヒ
サ
子
　
　
81
　
ふ
も
と 

牧
野
　
慶
志
　
　
89
　
小
牧 

川
越
ツ
ル
子
　
　
95
　
入
来 

柿
川
ミ
ツ
子
　
　
88
　
緑
ヶ
丘 

澤
邉
　
　
保
　
　
91
　
西
本
町 

田
中
　
カ
ノ
　
　
88
　
東
本
町 

山
下
カ
ツ
エ
　
　
79
　
中
田
尻 

小
山
田
カ
ツ
エ
　
87
　
上
和
田 

坊
野
　
　
勲
　
　
87
　
北
湯
之
元 

　
　
ひ
ろ
と
 

　
　
あ
か
り
 

　
　
さ
　
ゆ
 

　
　
は
や
と
 

　
　
　
ゆ
う
と
 

　
　
ゆ
う
と
 

 　
　
り
ん
か
 

　
　
た
け
る
 

　ゆ
　
き
　
の
 

　
　
か
な
み
 

　
　
よ
し
つ
ぐ
 

　
　
た
い
が
 

　
　
か
ず
き
 

　
　
し
ょ
う
た
 

　
　
い
ぞ
う
 

　
　
あ
い
り
 

　
　
か
け
る
 

　
　
ゆ
う
ま
 

   　
　
り
ゅ
う
い
ち
 

　
　
　
　
し
ょ
う
 

　
　
れ
ん
と
 

　
　
ば
ん
り
 

 

   　
　
り
ょ
う
か
 

　
　
ら
い
あ
 

　
　
し
ん
や
 

   　
　
せ
い
ら
 

　
　
ほ
う
じ
ょ
う
 

　
　
り
ょ
う
が
 

※
訂
正
と
お
詫
び
 

　
広
報
ひ
お
き
１２
月
号
の
記
事
中
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。 

（
敬
称
略
） 

P
９
「
日
置
市
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
」
６
行
目
 

　
　
　
誤
　
歩
道
 

　
　
　
　
　
　←
 

　
　
　
正
　
補
導
 

P
１０
「
伊
集
院
地
域
駅
伝
」
５
区
 
区
間
賞
 

　
　
　
誤
　
西
村
海
志
（
妙
円
寺
A
） 

　
　
　
　
　
　
　←
 

　
　
　
正
　
西
村
海
志
（
妙
円
寺
A
） 

　
　
　
　
　
早
瀬
道
正
（
徳
重
東
西
） 

P
１９
「
第
２
回
日
置
地
区
防
犯
少
年
剣
道
錬

　
　
　
成
大
会
」
小
学
校
高
学
年
女
子
の
部
 

　
　
　
誤
　
藏
薗
実
夕
妃
（
上
市
来
剣
道
ス
ポ
小
） 

　
　
　
　
　
　
　←
 

　
　
　
正
　
藏
薗
美
夕
妃
（
上
市
来
剣
道
ス
ポ
小
） 

　
吐
師
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
二
年
に

県
公
立
学
校
教
員
に
採
用
さ
れ
、
主

に
高
校
教
諭
と
し
て
生
徒
を
教
え
、

同
五
十
四
年
か
ら
県
教
育
委
員
会
な

ど
で
教
育
行
政
に
携
わ
り
ま
し
た
。 

　
定
年
退
職
後
は
、
枕
崎
市
教
育
長

を
二
期
務
め
ら
れ
、
併
せ
て
四
十
三

年
も
の
間
、
教
育
一
途
に
尽
力
さ
れ

る
な
ど
の
功
労
が
認
め
ら
れ
　
瑞
宝

小
綬
章
を
受
章
し
ま
し
た
。 

　
田
畑
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
五
年
に

吹
上
町
消
防
団
員
を
拝
命
、
以
来
四

十
五
年
の
永
き
に
わ
た
り
消
防
活
動

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

　
退
団
ま
で
多
く
の
火
災
な
ど
に
出

動
。
団
員
の
育
成
指
導
や
防
火
防
災

思
想
を
普
及
し
、
消
防
の
職
務
遂
行

に
努
め
る
な
ど
の
功
労
が
認
め
ら
れ
、

瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。 

教
育
一
途
に
尽
力 

吐
師
　
　
學
さ
ん
（
７４
歳
） 

消
防
団
員
と
し
て
四
十
五
年 

田
畑
　
則
雄
さ
ん
（
７４
歳
） 

　現在、厚生労働省では「認知症を知り地域をつくる10ヵ年」キャンペーンを行っています。その一環で
ある「認知症サポーター100万人キャラバン」は、認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を見
守り、支援する『認知症サポーター』を多数養成し、認知症になっても安心して暮らせるまちを市民の手に
よってつくっていくことを目指しています。偏見という心の壁を無くし、一人でも多くの「人間杖」を増や
すことが大切です ! 
　日置市では、12月のふれあい・いきいきサロン支援者研修会に併せ、認知症サポーター養成講座を実施
しました。今後も、この養成講座を通して、多くの市民の方々に「認知症サポーター」になって頂き、皆で
一緒に、安心して暮らせる日置市をつくっていきたいと考えています。 

〈認知症サポーターについての問い合わせ先〉 
日置市　地域包括支援センター 
　　　　　　　　　　　　電話　273－2111

オレンジリングが 
輝いてるでしょう♪ 

みんなで協力して 
いかんとなぁ !

認知症の予防も大事。 
なかなか指が動かんね（笑）。 

認知症サポーターへは、 
「認知症の人を支援します」 
という意思を示す目印の 
オレンジリングを渡します。 

まずは認知症について 
知ることが大切じゃっ。 

オレンジリング 
　
長
年
の
功
労
が
認
め
ら
れ
、
二
〇
〇
八
秋
の

叙
勲
で
二
人
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ご
功
労
、
ご
功
績
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
を

表
し
、
晴
れ
の
受
章
を
お
喜
び
い
た
し
ま
す
。 



市
内
に
在
住
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
 

⑤
広
報
へ
の
ご
意
見
⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課
（
住
所
は
 

末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

上谷　えりかちゃん（２歳０か月） 
　　　　りおちゃん（０歳３か月） 

父　昌平さん　母　智美さん 
（伊集院町妙円寺） 

　早くいっしょに遊べるといいね。二
人の成長が楽しみです。 

■おかあさんから 

元気のある 

お子さんの写真を 

募集しています。 

 

田重田　葵志ちゃん（１歳５か月） 

父　賢さん　母　聡美さん 
（吹上町永吉） 

　元気に、たくましく育ってね。 

■おかあさんから 

伊集院小学校 

伊集院町立図書館 
文 

伊集院 
郵便局 

永平橋記念碑 

Ｊ
Ｒ
伊
集
院
駅 

　「
大
河
ド
ラ
マ
『
篤
姫
』
効
果
で
『
小
松
帯
刀
の
郷
』
吉
利
へ
の
観
光
客
が
急
増
し
て
お
り

墓
所
園
林
寺
（
お
ん
り
ん
じ
）
へ
の
お
参
り
も
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
増
加
し
て
い
ま
す
」
と

話
す
下
野
さ
ん
は
、
現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し
て
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

　
下
野
さ
ん
は
、
平
成
十
八
年
に
結
成
さ
れ
た
『
小
松
帯
刀
を
守
る
会
』
の
会
員
と
し
て
、

小
松
帯
刀
像
建
立
や
墓
所
整
備
な
ど
を
行
い
、
観
光
客
を
迎
え
る
た
め
の
準
備
を
し
て
き
ま

し
た
。 

　「
五
月
か
ら
本
格
的
に
ガ
イ
ド
を
始
め
ま
し
た
。
ド
ラ
マ
に
沿
っ
た
分
か
り
や
す
い
ガ
イ
ド

に
心
掛
け
て
い
ま
す
」
ま
た
、「
昨
年
の
夏
に
、
案
内
を
し
た
方
か
ら
、
新
聞
に
感
謝
の
言
葉

が
投
稿
さ
れ
て
お
り
、
一
段
と
や
る
気
が
出
ま
し
た
」
と
下
野
さ
ん
。 

　
ま
た
、
平
成
十
八
年
十
二
月
か
ら
、
地
域
の
犯
罪
の
未
然
防
止
と
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確

保
の
た
め
に
、『
せ
っ
ぺ
と
べ
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
』
と
し
て
一
カ
月
に
三
回
、
学
校
の
下

校
時
間
に
合
わ
せ
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。
平
成
十
九
年
四
月
か
ら
は
、
何
か
一
つ
で
も
地

域
に
恩
返
し
が
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
日
吉
地
域
の
行
政
相
談
員
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。 

　
そ
ん
な
下
野
さ
ん
の
楽
し
み
の
一
つ
は
、
野
菜
を
作
る
こ
と
。「
以
前
は
、
家
庭
菜
園
を
楽

し
ん
だ
り
農
作
業
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
、
観
光
客
が
多
く
ガ
イ
ド
に
お

わ
れ
て
、
な
か
な
か
自
分
の
時
間
が
持
て
ま
せ
ん
。
後
継
者
が
育
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
話
し

ま
す
。
取
材
を
し
た
日
も
、
冷
た
い
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
し

た
。 

　「
こ
れ
か
ら
も
、
訪
れ
て
く
れ
る
観
光
客
の
た
め
に
、
温
か
い
対
応
を
し
て
行
き
、
地
域
に

も
貢
献
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
」 

シリーズ● 44
いきいき 

日吉町吉利（中区自治会） 

下野　　衞さん〔63歳〕 
しも　の　　　　　まもる 

二木　カツ子さん（78歳） 吹上町町湯之浦 

　伊作地区公民館の「紙粘土」講座に通う
二木さんは、友だちと一緒に文化祭の作品
展を見たのがきっかけで始めました。月２
回の講座で１つの作品が完成するまで約２
カ月から３カ月。「花を作るときなど、花び
らや葉を１枚１枚、作る作業や、色を付け
るときの色使いなどが難しいですが、友だ
ちと会話をしながら楽しく活動しています」
また「完成した作品を家に飾ったり、それ
を人に贈ったりして喜ばれたときがうれし
いです」と二木さん。これからも、講座生
のみなさんと、楽しみながら続けていきた
いですね。 

　
僕
の
将
来
の
夢
は
、
旅
客
機
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
で
す
。
小
学
校
の
頃

か
ら
空
と
飛
行
機
が
大
好
き
で
、

こ
ん
な
広
い
空
を
飛
ぶ
こ
と
が
で

き
た
ら
気
持
ち
が
い
い
だ
ろ
う
な

と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。 

　
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
、
高
度
な
知
識

と
身
体
能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

だ
か
ら
僕
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
興
味
を
持
っ
て
一
生
懸
命
取
り

組
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
健

康
管
理
が
大
事
な
の
で
、
し
っ
か

り
と
気
を
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。 

　
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
、
常
に
乗
客
の

命
を
背
負
っ
て
働
か
な
く
て
は
い

け
な
い
の
で
絶
対
に
ミ
ス
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
責
任
感
が

必
要
な
仕
事
だ
と
思
う
の
で
、
常

日
頃
か
ら
自
分
の
行
動
に
責
任
感

を
持
っ
て
行
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

　
将
来
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
い
う
仕

事
に
誇
り
を
持
っ
て
大
空
を
飛
ぶ

こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
強
い
意
志
を
持
ち
、

今
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
精
い
っ

ぱ
い
努
力
し
、
夢
へ
向
か
っ
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

ぼ
く
の
夢 

吹
上
中
学
校
三
年
　
下
野
　
翔
く
ん 

し
も
の
　
　
　し
ょ
う 

●小松帯刀を守る会ボランティアガイド 
●日吉地域行政相談員 

 

『紙粘土』 

 

　伊集院地域の下谷口地区に残る永平橋記念碑は、か
つて永平橋が石橋であったことを語っています。記念
碑は高さ約 1.6 ㍍、本体の幅 45㌢で、かつての石橋の
威容をしのばせるものです。 
　記念碑には「永平橋」の文字や、工事に係わった役
人の名前、工事の概要が刻まれています。それによると、
工事は嘉永３（1850）年11月 29日に始まり、翌４年１
月20日に終わりました。橋の長さは約21㍍、幅が約４
㍍と記されています。工事で働いた石工は延べ1200人、
作業員は延べ2900人と記録されています。 
　この石橋は、昭和８年に鉄筋コンクリートの橋に改
築され、82年の歴史を終えました。昭和 60年に補強、
拡張工事が行われ近代的な橋となりましたが、石橋の
記念碑はそのまま現地に保存されました。 
　昭和60年の工事の際に、川底から石橋の基礎に使わ
れた木材が発見されました。丸太を削ったもので長さ
約５㍍、太さ1.8㍍です。これは伊集院文化会館に展示
されています。 

日置市本庁から車で３分 

Access

あお し 
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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　52,238人（△16） 

　男　　24,457人（　13） 

　女　　27,781人（△29） 

世帯数　22,453　（△　6） 
1月1日現在 （　）は前月比 

新成人たちが大人としての決意も新たに 
　未来へ羽ばたく新成人たちが大人と

しての決意も新たに成人式に出席。 

　会場の外では、久しぶりの再会を喜び、

記念写真を撮る姿や語り合う姿が見ら

れました。 

（「日置市成人式」P4関連記事） 
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こ 
地
域
全
体
が
協
調
性
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あ
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活
力
と
温
も
り
に
み
ち
た
地
域 

笠
ヶ
野
自
治
会（
日
吉
地
域
） 

か
さ
　
が
　
の 

▲みんなで協力　十五夜の綱練り 

▲矢筈岳へ初日の出拝迎登山 

▲敬老会は手作り料理でおもてなし 

▲笠野　彦会長 

吉
地
域
の
北
部
に
位
置
す
る
笠

ヶ
野
自
治
会
は
、
少
子
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
協
調
性
の
あ

る
地
域
で
道
路
愛
護
作
業
な
ど
住
民

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
和
気
あ

い
あ
い
と
効
率
よ
く
作
業
し
ま
す
。 

の
地
域
は
、
大
川
（
通
称
・
日

当
川
）
が
流
れ
て
い
て
、
ホ
タ

ル
が
多
く
生
息
し
て
い
ま
す
の
で
平

成
十
八
年
か
ら
、
ホ
タ
ル
の
観
察
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
観
察
会

は
、
住
吉
小
校
区
で
開
催
。
昼
間
は
、

親
子
で
う
ど
ん
を
打
つ
な
ど
、
地
域

の
方
々
と
交
流
会
も
し
て
い
ま
す
。 

落
の
行
事
と
し
て
は
、
親
睦
を

深
め
る
た
め
の
敬
老
会
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
敬
老
会
に
は
、
婦
人
部

の
方
が
米
や
野
菜
な
ど
を
持
ち
寄
り

手
作
り
料
理
で
も
て
な
し
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
を
含
め
毎
年
約
七

十
人
が
参
加
し
、
地
域
全
体
で
お
祝

い
し
ま
す
。
今
年
は
、
巨
大
か
ぼ
ち

ゃ
の
重
量
当
て
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

月
に
は
十
五
夜
を
実
施
し
ま
す
。

昔
は
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
準

備
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
、
子

ど
も
が
少
な
く
、
み
ん
な
で
協
力
し

な
が
ら
綱
引
き
用
の
縄
を
練
り
ま
す
。 

た
、
一
月
一
日
に
は
、
矢
筈
岳

へ
初
日
の
出
拝
迎
登
山
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
三
十
五
年
以
上
前

か
ら
続
い
て
い
る
恒
例
行
事
で
、
約

四
十
分
か
け
て
登
り
、
山
頂
で
は
伊

集
院
地
域
の
飯
牟
礼
小
学
校
の
児
童

ら
と
も
合
流
し
校
歌
を
歌
う
な
ど
交

流
し
て
い
ま
す
。 

の
登
山
を
安
全
に
行
う
た
め
に
、

十
二
月
三
十
日
は
、
登
山
道
の

整
備
を
行
い
ま
す
。 

年
、
鬼
火
た
き
も
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
鬼
火
た
き
は
、

無
病
息
災
を
祈
り
、
六
十
年
以
上
前

か
ら
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
い
て
い

ま
す
。
こ
の
と
き
、
餅
を
焼
い
て
食

べ
ま
す
が
、「
し
ょ
う
油
を
付
け
ず

に
食
べ
る
」
と
い
う
古
く
か
ら
の
言

い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。 

れ
か
ら
の
自
治
会
活
動
と
し
て

は
、
伝
統
行
事
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
地
域
全

体
の
連
帯
感
を
深
め
、
み
ん
な
が
楽

し
め
る
活
動
を
行
っ
て
行
き
た
い
で

す
。 

日 

集 

毎 ま こ こ 

十 
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笠ヶ野自治会 
（日吉地域） 

　
日
吉
地
域
の
北
部
に
位
置
す
る
笠
ヶ

野
自
治
会
は
、
平
成
二
十
一
年
一
月
一

日
現
在
で
三
十
八
世
帯
九
十
四
人
が
暮

ら
し
て
い
ま
す
。 

　
自
治
会
高
齢
化
率
が
四
十
八
㌫
と
少

子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
四
方

を
山
に
囲
ま
れ
た
中
山
間
地
域
の
中
に

水
田
が
広
が
り
、
米
が
大
変
お
い
し
い

地
域
で
す
。 




